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佐 藤

は

じ
め

に

最
近
、
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
林
、
秋
田
の
ス
ギ
林
、
下
北
の

ヒ
バ
林
な
ど
、
国
有
林
野
に
お
い
て

「良
好
に
残
さ
れ
た

天
然
林
」
を
対
象
に
し
た
伐
採
が
進
行
中
で
あ
る

(河
野

二
〇
〇
六
a
)
。都
府
県
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
大
面
積
の
国

有
林
野
を
有
す
る
北
海
道
で
は
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六

年
に
、
檜
山
、
十
勝
東
部
な
ら
び
に
日
高
南
部
の
各
森
林

管
理
署
管
内
で
天
然
林
伐
採
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
、

各
地
の
実
態
把
握
に
努
め
た
と
こ
ろ
、
看
過
で
き
な
い
自

然
破
壊
問
題
で
あ
る
た
め
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
し

て
檜
山
と
十
勝
東
部
の
各
森
林
管
理
署
な
ら
び
に
北
海
道

森
林
管
理
局
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
、
檜
山
に
つ
い

て
は
当
会
会
報
N
C
に
問
題
の
概
略
を
報
告
し
た

(佐
藤

二
〇
〇
六
)。

こ
の
天
然
林
伐
採
に
つ
い
て
、
当
初
、
か
な
り
不
可
解

に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の

一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
国
有

林
野
や
林
野
行
政
の
大
改
革
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
八

(平
成

一
〇
)
年
、
国
有
林
野

の
抜
本
的
改
革
と
し
て
、
従
来
の

「木
材
生
産
」
に
代
わ

り

「森
林
の
公
益
的
機
能
の
重
視
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
二

〇
〇

一

(平
成

一
三
)
年
に
は
、
我
が
国
の
森
林

・
林
業

が
歴
史
的
な
転
換
点
に
あ
る
と
し
て
、
従
来
の
林
業
基
本

法
が

『森
林
・林
業
基
本
法
』
に
改
正
さ
れ
、
「森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
と

「林
業
の
持
続
的
か
つ
健

全
な
発
展
」
が
新
た
な
基
本
理
念
と
さ
れ
た
。

現
在
の
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
」
と
し
て
、
掲
載
順
に
、
生
物
多
様
性
保
全
、

地
球
環
境
保
全
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
・土
壌
保
全
機
能
、

水
源
酒
養

(か
ん
よ
う
)
機
能
、
快
適
環
境
形
成
機
能
、

保
健

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
文
化
機
能
、
そ
し
て

木
材
な
ど
の
物
質
生
産
機
能
の
八
機
能
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
林
野
行
政
の
基
本
理
念
は
、
森
林
を

「木
材
生
産
の

場
」
と
し
て
見
る
よ
り
も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
土
砂

流
出
な
ど
災
害
の
防
備
、
水
源
の
滴
養
な
ど
、
森
林
の
「公

益
的
機
能

・
多
面
的
機
能
」
を
重
視
す
る
と
し
た
の
で
あ

る
。そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「公
益
的
機
能

・
多
面
的
機

能
」
の
発
揮
が
よ
り
多
く
期
待
さ
れ
る

「天
然
林
」
が
何

故
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
伐
採
さ
れ
続
け
る
の
か
、
そ

れ
ら
の
機
能
を
重
視
す
る
と
し
た
基
本
理
念
は
嘘
で
あ

っ

た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。

天
然
林
伐
採
は
今
後
に
継
続
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る

た
め
、
法
令
を
含
む
各
種
文
献
や
開
示
請
求
資
料
な
ど
か

ら
基
と
な
る
考
え
方
や
方
法
を
読
み
、
観
察
し
た
伐
採
の

実
態
と
照
合
し
て
み
た
。
法
令
や
行
政
文
書
の
文
意
は
、

自
然
科
学
専
門
の
筆
者

に
と
っ
て
単
純
に
は
理
解
で
き
な

い
場
合
が
あ
っ
た
が
、
実
態
に
即
し
て
読
み
取
る
こ
と
に

し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
理
解
で
き
た
問
題
点

を
目
下
の
段
階
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
面

的
に
深
く
追
求
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
が
問
題
視
す
る
内
容
は
、
公
益
的
機
能

・
多
面
的

機
能
を
重
視
す
る
と
し
た
基
本
理
念
と
良
好
な
天
然
林
を

選
ん
で
伐
採
す
る
実
態
の
間
に
認
め
ら
れ
る
大
き
な
矛
盾

で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
は
、
森
林

の
公
益
的
機
能

・
多
面
的

機
能
の
中
で
、
実
質
的
に
は

「木
材
生
産
」
が
重
視
さ
れ
、

他
機
能
、
と
く
に

「生
物
多
様
性
保
全
」
が
軽
視
さ
れ
、

「天
然
林
伐
採
」
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

国
有
林
野
の
抜
本
的
改
革
と
林
野
行
政

の
大
転
換

(
一
)
国
有
林
野

の
抜
本
的
改
革

一
九
九
八

(平
成

一
〇
)
年
、
国
有
林
野
の
抜
本
的
改
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革
と
し
て
、
国
有
林
野
事
業
改
革
関
連
二
法
案
が
成
立
し

た
。
こ
の
改
革
で
は
、
累
積
赤
字
三
兆
八
千
億
円
に
つ
い

て

一
兆
円
を
残
し
て

一
般
会
計
か
ら
返
済
す
る
こ
と
、

一

四
の
営
林
局

・
営
林
支
局
を
七
つ
の
森
林
管
理
局

へ
、
二

二
九
の
営
林
署
を
九
八
の
森
林
管
理
署

へ
大
幅
に
統
廃
合

し
、
大
量
の
人
員
削
減

(合
理
化
)
を
行
う

こ
と
が
含
ま

れ
る
が
、
生
物
多
様
性
保
全
を
中
心
に
見
る
と
、
そ
れ
を

含
む

「森
林
の
公
益
的
機
能
重
視
」
が
特
記
さ
れ
る
。

公
益
的
機
能

の
重
視
は
、
国
有
林
野
に
お
け
る
機
能
類

型
区
分
の
変
更

に
旦
ハ体
化
さ
れ
た
。
『図
説
林
業
白
書
平
成

一
一
年
版
』
(林
野
庁
編
集
協
力
二
〇
〇
〇
)

に
よ
る
と
、

変
更
以
前
の
区
分
は

「木
材
生
産
林
」
が
五
四
%
、
「公
益

林
」
は
四
六
%

(自
然
維
持
林

一
九
%
、
森
林
空
間
利
用

林
八
%
お
よ
び
国
土
保
全
林

一
九
%
)
と
さ
れ
て
い
た
。

変
更
後
の

一
九
九
八
年
度
当
初
、
機
能
類
型
区
分
の
比
率

は
、
「資
源
の
循
環
利
用
林
」
一
九
%
と
「公
益
林
」
八

一
%

(水
土
保
全
林
五
四
%
と
、
森
林
と
人
と

の
共
生
林

二

七
%
)
と
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
に
お
い
て
、
木
材
生
産
林

は

「資
源
の
循
環
利
用
林
」
に
名
称
が
変
更

さ
れ
て
大
幅

に
減
少
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
公
益
林

は
、
従
来
の

国
土
保
全
林
を
横
滑
り
さ
せ
た

「国
土
保
全

タ
イ
プ
」
と

新
た
に
設
置
さ
れ
た

「水
源
酒
養
タ
イ
プ
」
か
ら
な
る
水

土
保
全
林
と
、
従
来
の
自
然
維
持
林
と
森
林
空
間
利
用
林

を
横
滑
り
さ
せ
た

「自
然
維
持
タ
イ
プ
」
と

「森
林
空
間

利
用
タ
イ
プ
」
か
ら
な
る
森
林
と
人
と
の
共
生
林
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
。
新
た
な
公
益
林
は
、
実
質
的
に
は

「水

源
滴
養
タ
イ
プ
」
の
追
加
に
よ
っ
て
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、

抜
本
的
改
革
の
目
玉
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『平
成

一
八
年
版
森
林

・
林
業
白
書
』

(林
野
庁
編
二
〇

〇
六
)
に
基
づ
く
と
、
二
〇
〇
六

(平
成

一
八
)
年
段
階

の
機
能
類
型
区
分
は
、
総
面
積
七
六
三
万
診

の
国
有
林
野

の
中
で
、
森
林
と
人
と
の
共
生
林
が
二
〇
五
・
二
万
診
(約

二
七
%
)、
水
土
保
全
林
が
四
四
五

・
五
万
診

(約

五

八
%
)、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
公
益
林
は
六
五
〇
・七
万
診

(約
八
五
%
)、
資
源
の
循
環
利
用
林
は

一
一
二

・
三
万
診

(約

一
五
%
)
と
算
出
さ
れ
る
。
他
方
、
河
野

(二
〇
〇
六

a
)
に
よ
る
と
、
『平
成

一
六
年
度
森
林
・林
業
白
書
』
と

『国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
の
実
施
状

況
』
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
二
〇
〇
五

(平
成

一
七
)

年
段
階
の
機
能
類
型
区
分
は
、
自
然
維
持
タ
イ
プ

一
九
%

と
森
林
空
間
利
用
タ
イ
プ
八
%
か
ら
な
る
森
林
と
人
と
の

共
生
林
が
二
七
%
、
国
土
保
全
タ
イ
プ

一
九
%
と
新
た
に

設
置
さ
れ
た
水
源
酒
養
タ
イ
プ
四
五
%
を
含
む
水
土
保
全

林
が
合
計
六
四
%
、
そ
れ
に
対
し
て
資
源
の
循
環
利
用
林

は
わ
ず
か
九
%
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

一
九
九
八
年
以
降
、
機
能
類
型
区
分

が
多
少
と
も
変
更
さ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以

上
の
改
革
は
、
従
来
の
木
材
生
産
林
を

「資
源
の
循
環
利

用
林
」
と
し
て
大
幅
に
縮
小
し
、
水
源
酒
養
タ
イ
プ
の
新

設
に
よ
り
国
土
保
全
林
、
そ
し
て
公
益
林
を
大
幅
に
拡
大

し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
に
、
「木
材
生
産
」
よ
り
も

「森

林
の
公
益
的
機
能
重
視
」
に
大
変
換
し
た
と
い
う
形
が
あ

る
。
他
方
、
上
記
の
機
能
類
型
区
分
の
大
変
更
に
連
動
し

て
、
従
来
か
ら
続
く
森
林
法
に
よ
る
保
安
林
は
、
と
く
に

水
源
滴
養
保
安
林
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
公
益
林
の
中
で
、
ま
た
保
安
林
の
中
で
、
何

故
、
「良
好
に
残
さ
れ
た
天
然
林
」
を
対
象
に
し
た
伐
採
が

進
行
さ
れ
る
の
か
、
何
故
、
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機
能

に
挙
げ
ら
れ
た

「生
物
多
様
性
保
全
」
が
軽
視
さ
れ
る
の

か
、
ま
こ
と
に
不
思
議
で
あ
り
、
か
つ
大
き
な
問
題
と
な

る
。

(
二
)
林

野
行
政
の
大
転
換

二
〇
〇

一
年
、
『森
林

・
林
業
基
本
法
』
(以

下

、

基

本

法
と
呼
ぶ
)
の
改
訂
と

『森
林
・林
業
基
本
計
画
』
(以
下
、

基
本
計
画
と
呼
ぶ
)
の
策
定
に
よ
っ
て
、
森
林

・
林
業
政

策
が
大
転
換
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
森
林

・
林
業
基
本
政

策
研
究
会

(二
〇
〇
二
)
は

『新
し
い
森
林

・
林
業
基
本

政
策
に
つ
い
て
』
行
政
の
立
場
か
ら
解
説
し
て
い
る
。
同

書
は
、
政
策
の
大
転
換
が
行
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
森
林
・

林
業
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
、
す
な
わ
ち
①
森
林
に
対
す

る
国
民
の
要
請
の
変
化
、
②
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の

低
下
、
③
木
材
需
給
の
変
化
、
④
山
村
を
め
ぐ
る
状
況
、

な
ら
び
に
⑤
国
際
的
な
動
向
の
五
点
が
あ

っ
た
こ
と
を
解

説
し
て
い
る
。
本
項
で
は
、
そ
の
う
ち
、
生
物
多
様
性
保

全
に
直
接
関
わ
る
①
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
の
変
化

と
⑤
国
際
的
な
動
向
に
つ
い
て
注
目
す
る
。

第

一
に
、
①
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
の
変
化
に
つ

い
て
、
同
書
は
、
旧
総
理
府
が

一
九
八
○

(昭
和
五
五
)

年
、

一
九
八
六
年
、

一
九
九
三
年
、
そ
し
て

一
九
九
九
(平

成

一
一
)
年
と
四
回
行

っ
た
森
林
に
関
す
る
世
論
調
査
結

果
を
引
用
し
て
い
る
(図
1
)。
そ
こ
で
は
、
森
林
に
期
待

す
る
役
割
の
順
位
に
従

っ
て
示
す
と
、
国
土
保
全

(災
害

防
止
)
、
水
資
源
酒
養
、
温
暖
化
防
止
、
生
活
環
境
の
保
全

(大
気
浄
化

・
騒
音
緩
和
)、
自
然
環
境
の
保
全

(野
生
動

植
物
の
生
息
の
場
)、
保
健
文
化
(野
外
教
育
、
保
健
休
養
)

が
重
視
さ
れ
、
木
材
生
産

(林
産
物
や
木
材
の
生
産
)
に

つ
い
て
は
最
低
の
順
位
に
挙
げ
ら
れ
、
国
民
の
要
請
が
近

年
ほ
ど
大
幅
に
減
少
し
て
き
た
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。

同
書
は
、
上
記
の
国
民
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
基
本
法
の

基
本
理
念
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
解
説
し
、
そ
の
最
後
に
「森

林
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能

(多
面
的
機
能
)
の
持

続
的
な
発
揮
を
目
標
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
解
説
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
基
本
法
第
二
条
に
は
、
「森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能

の
発
揮
の
た
め
森
林
の
適
正
な
整
備
と
保
全
が
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平成11年平成5年昭和61年昭和55年

災害防止

水資源かん養

温暖化防止

大気浄化 ・騒音緩和

野生動植物

野外教育

保健休養

林産物生産

木材生産

1

2

3

4

5

6

7

8

9

順

位

図1森 林 に期待す る役割 の変化

資料:総 理府 「森林・林業 に関す る世論調査」(昭和55年)、 「み どりと木に関する世論調査」(昭和61年)

「森林 とみどりに関す る世論調査」(平成5年)、 「森林 と生活 に関す る世論調査」(平成11年)

注:1回 答 は、選択肢 の中か ら3つ を選ぶ複数回答であ り、期待する割合の高い ものか ら並べてい る。

2選 択肢 は、特 にない、わか らない、 その他を除 き記載 している。

図

ら

れ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
」

旨

が
記

さ
れ

て

い
る
。

こ

れ

に
対

し

て
、
同

書

の
解

説

は
、

「
整

備

」
に
限

っ
て
記

述

し

「
保

全

」

が
忘

れ
ら

れ

て

い
る

。

こ

れ
は

、
揚

げ

足

取

り

の

よ
う

で
あ

る
が

、

林

野

行

政

の
本

音

が

現

れ

た
文

章

と
判
断
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
民
の
要
請
に

基
づ
き
、
木
材
生
産
よ
り
も
生
物
多
様
性
保
全
を
含
む
森

林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

第
二
に
、
②
国
際
的
な
動
向
に
つ
い
て
、
同
書
は
、
ま

ず
、

一
九
九
二

(平
成
四
)
年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

「森

林
原
則
声
明
」
と

「
ア
ジ

ェ
ン
ダ
21
」
を
取
り
上
げ
、
前

者
の
声
明
は

「森
林
を
生
態
系
と
し
て
捉
え
、
森
林
の
保

全
と
利
用
を
両
立
さ
せ
、
森
林
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
永
続
的
に
対
応
す
べ
き
と
い
う
持
続
可
能
な
森
林
経
営

の
理
念
を
示
し
た
」、
そ
し
て
後
者
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
は
「持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
り
、
森
林
減
少

対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
地
球

サ
ミ
ッ
ト
以
降
の

「持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
関
す
る
政

策
対
話
」
が
国
際
的

に
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
と
と
も
に
、

一
九
九
五

(平
成
七
)
年

に
合
意
さ
れ
た
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル

・
プ

ロ
セ
ス
」
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
七

基
準
と
六
七
の
指
標
が
説
明
さ
れ
、林
野
行
政
に
お
い
て
、

「そ
の
後
は
、適
用
に
向
け
た
検
討
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
同

書
の
解
説
は
、
基
準
1
と
さ
れ
た
「生
物
多
様
性
の
保
全
」

(森
林
生
態
系
の
多
様
性
、
種
の
多
様
性
お
よ
び
遺
伝
的
多

様
性
、
九
つ
の
指
標
か
ら
な
る
)
の
内
容
に
触
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
基
準
1
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
に
向
け
た
検

討
作
業
が
そ
の
後
進
め
ら
れ
た
の
か
、
ま

っ
た
く
不
明
で

あ
る
。
さ
ら
に
、

一
九
九
二
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

林
野
行
政
が
取
り
上
げ
た
森
林
原
則
声
明
に
よ
る

「持
続

可
能
な
森
林
経
営
」
と
同
時
に
、
「生
物
多
様
性
条
約
」
が

提
案
さ
れ
て
お
り
、
生
物
多
様
性
保
全
は
、
そ
れ
を
基
準

1
と
し
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
に
盛
り
込
ま
れ

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
、

国
際

的

な

動
向

と

し

て
、

森

林

原

則

声
明

、
ア
ジ

ェ
ン
ダ

21
、
そ

し

て

モ
ン
ト

リ

オ

ー

ル

・

プ

ロ
セ

ス
が

林

野

行

政

に
取

り

上
げ

ら

れ

て

い
る

の

に
対

し

て
、

そ
れ

ら

と

深

く
連

動

し

た

生
物

多

様
性

条

約

に

つ

い

て
は
、

不

思
議

な

こ

と

に
、

こ

の
解

説
書

に
も

基

本

計

画

で

も
ま

っ
た

く
触

れ

ら

れ

て

い
な

い
。

し

た
が

っ
て
、

我

が
国

の
林

野
行

政

は
、

重

要

な
観

点

と

し

て
国

際

的

に

連
動

し

て

い
る

「
持

続

的

林

業

経
営

」

と

「
生

物

多

様
性

保
全

」

の
両
輪

の
う

ち

一
方

に
偏

っ
て
対
応

し

て

い
る

こ

と

に
な

る
。

国

際

的

に
は
、

「
持

続
的

林

業

経

営
」
に

「
生

物
多

様

性

保
全

」

の
理
念

が

含

ま
れ

て

い
る
。

こ

の
こ
と

が

、

国
有

林

野

で
は
強

く

銘

記

さ
れ

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

二

天
然
林
伐
採
の
実
態

二
〇
〇
六
年
、
北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
の
三
森
林
管

理
署
に
お
い
て
観
察
し
た
国
有
林
野
の
天
然
林
伐
採
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
視
さ
れ
る
事
実
を
以
下
に
記
述
す

る
。

(
一
)
檜
山
森
林
管
理
署
奥
湯
ノ
岱

(上
ノ
国

町
)

道
南
上
ノ
国
町
、
檜
山
森
林
管
理
署
奥
湯
ノ
岱
に
お
い

て
、
二
〇
〇
五
年
に
ブ
ナ
天
然
林
の
伐
採
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
以
下
の
内
容
が
問
題
視
さ
れ
た
。

①
奥
湯
ノ
岱
で
伐
採
が
予
定
さ
れ
た
二
一二
五
五
～
二
一二

五
六
林
班
は
、
森
林
法
で
規
定
さ
れ
た
保
安
林

(土
砂
流

出
防
備
保
安
林
)
、
か
つ
森
林
の
機
能
類
型
区
分
で
は
公
益

林
の
水
土
保
全
林

(国
土
保
全
タ
イ
プ
)
に
当
た
る
。
し

か
し
、
実
際
の
伐
採
は
、
こ
れ
ら
二
林
班
だ
け
で
は
な
く
、

保
安
林
伐
採
に
お
い
て
事
前
に
必
要
な
知
事
と
の
協
議
を

経
て
い
な
い
隣
接
す
る
二
三
五
七
林
班
に
、
ま
た
、
こ
れ
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ら
国
有
林
に
隣
接
す
る
道
有
林
に
越
境
し
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
明
白
な
違
法
行
為
で
あ
る
。

②
伐
採
さ
れ
た
林
班

・
林
小
班
は
、
土
砂
流
出
防
備
保

安
林
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
人
為
的
撹
乱
を
排
除
す
べ
き

と
考
え
る
尾
根
部

・
源
流
部
に
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
林
班

は
、
現
場
に
お
け
る
檜
山
森
林
管
理
署
長
の
口
頭
説
明
に

よ
る
と
、
過
去
の
伐
採
記
録
が
な
い
と
い
う

の
で
、
土
砂

流
出
防
備
と
い
う
国
土
保
全
の
観
点
か
ら
保
安
林
と
し
て

長
く
維
持
さ
れ
て
き
た
場
所
で
あ

っ
た
。

③
実
際
の
伐
採
は
き
わ
め
て
乱
暴
で
あ
っ
た
。
伐
採
用

作
業
道
は
、
集
材
用
作
業
機
や
伐
採
用
重
機
を
通
す
た
め

約
八
層
の
幅
で
縦
横
無
尽
に
造
ら
れ
、
し
か
も
重
機
が
埋写真1檜 山国有林 のブナ天然林伐採

ま
ら
な
い
よ
う
に
森
林
を
育
成
す
る
表
土
が
す

っ
か
り
剥

ぎ
取
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
表
土
は
、
伐
根
混
じ
り
の
ま
ま

作
業
道
周
辺
の
伐
採
さ
れ
な
い
急
斜
面
や
小
沢
に
投
げ
捨

て
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
撹
乱
範
囲
は
、
作
業
道
を
含
み
幅

一

五
～
二
〇
層
に
及
ん
で
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の

表
土
は
、
源
流
部
の
沢
か
ら
下
流
部

へ
流
れ
去
る
影
響
が

予
測
さ
れ
た
。

④
急
斜
面
に
捨
て
ら
れ
た
表
土
は
、
残
さ
れ
た
樹
木
の

根
元
や
林
床
の
植
物
を
厚
く
被

っ
て
い
る
た
め
、
高
木
種

の
稚
樹

・
若
木
や
林
床
植
物
の
生
育
を
困
難
に
し
た
と
判

断
さ
れ
た
。
ま
た
、
ブ
ナ
大
径
木
が
伐
採
さ
れ
た
同
じ
場

所
に
、
な
ぎ
倒
さ
れ
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
、
あ
る
い
は作業道 による破壊(檜 山国有林)写真2

伐
採
さ
れ
た
ブ
ナ
小
径
木
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
実

態
を
確
認
で
き
る
現
場
に
お
い
て
、
森
林
管
理
署
は
口
頭

で

「後
継
樹
を
育
成
し
森
林
の
更
新
を
図
る
た
め
に
老
齢

過
熟
木
を
伐
採
し
た
」
と
半
ば
強
引
に
説
明
し
た
。

⑤
現
場
に
お
け
る
伐
採
は
、
林
班
内
外
の
特
定
面
積
を

集
中
的
に
伐
採
し
、
保
安
林
に
お
け
る
上
限
伐
採
率
を
は

る
か
に
超
え
た

「皆
伐
」
に
近
い
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。

残
さ
れ
た
高
木
は
、
尾
根
部
に
孤
立
す
る
よ
う
に
散
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
、
風
害
な
ど
の
影
響
を
被

り
や
す
い
と
判
断
さ
れ
た
。
森
林
管
理
署
の
口
頭
説
明
に

よ
る
と
、
保
安
林
伐
採
に
お
い
て
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い

る
伐
採
率
は
、
林
班
ま
た
は
林
小
班
の
全
体
に
対
す
る
割生 き埋 め、あるいは伐採された ブナ小径木(檜 山国有林)写真3
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合
と
し
て
計
算
さ
れ
た
と
い
う
。
私
た
ち
の
調
査
結
果
で

は
、
伐
採
と
集
材
の
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
に
特
定
の

伐
採
地
が
選
ば
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
林

分
の
伐
採
率
と
し
て
は
五
〇
%
か
ら
皆
伐
ま
で
確
認
さ
れ

た
。伐

採
率
は
、
計
画
段
階
お
よ
び
伐
採
段
階
に
お
け
る
森

林
の
材
積

(蓄
積
)
の
測
定
法
に
よ
っ
て
相
当

に
変
化
す

る
。
現
場
に
お
け
る
森
林
管
理
署
の
口
頭
説
明

に
よ
る
と
、

当
初
の

『伐
採
造
林
計
画
簿
』
に
お
け
る
伐
採
率
は
実
際

の
伐
採
に
当
た
っ
て
保
安
林

の
制
限
内
で
引

き
上
げ
ら

れ
、
し
か
も
当
初
に
根
拠
と
し
た
材
積
は
実
測

で
は
な
く

「目
視
」
に
よ

っ
て
決
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
後
に
得
た

檜
山
森
林
管
理
署
の
開
示
請
求
資
料
に
よ
る
と
、
計
画
段

階
に
お
け
る

「材
積
」
測
定
法
は
、
人
工
林
を
対
象
と
し

た
場
合
は
実
測
調
査
に
よ
る
が
、
山
奥
の
天
然
林
対
象
の

場
合
は
ほ
と
ん
ど

「空
中
写
真
の
判
読
に
よ
る
、
該
当
林

班
で
も
空
中
写
真
判
読
に
よ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
後
の
北
海
道
森
林
管
理
局
の
口
頭
説
明
に
よ

る
と
、
蓄
積
は
必
ず
実
測
さ
れ
た
と
い
う
が
、

そ
れ
は
計

画
段
階
で
は
な
く
伐
採
対
象
を
決
め
た
後
の
伐
採
直
前
の

測
定
と
考
え
ら
れ
る
。
「材
積

(蓄
積
)」
と

「伐
採
率
」

の
測
定
や
計
算
が
杜
撰
で
あ

っ
た
た
め
伐
採
が
過
度
に
な

り
、
森
林
管
理
署
が
い
う

[森
林
の
更
新
」
が
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
、
森
林
が
劣
化
し
て
い
た
。

⑥
集
材
木
は
、
「高
価
な
木
材
」
と

「安
価
な
原
材
料
」

に
区
別
さ
れ
、
後
者
の
割
合
が
高
か

っ
た
。
そ
の
区
別
に

疑
念
が
生
じ
た
た
め
、
現
場
で
質
問
し
た
が
十
分
な
説
明

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
現
場
で
、
伐
採
と
販
売
の
方

法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
業
者
に
任
せ
る

「素
材
販
売
」
方
式

に
よ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑦
こ
こ
の
ブ
ナ
天
然
林
は
、
過
去
の
伐
採
記
録
が
な
い

と
い
う
署
長
説
明
に
よ
り
、
「原
生
林
」
と
考
え
ら
れ
る
。

国
内
の
ブ
ナ
林
は
多
く
が
伐
採
対
象
と
さ
れ
て
き
た
た
め

「自
然
な
姿
を
良
好
に
残
す
天
然
林
」
が
減
少
し
て
お
り
、

と
く
に
道
南

・
北
限
地
帯
の
ブ
ナ
林
は
、
古
く
函
館
営
林

局
時
代
か
ら
強
い
伐
採
の
影
響
を
被

っ
て
き
た
た
め
、
原

生
林
や
天
然
林

・
自
然
林
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
場
所
が

意
外
に
少
な
い
。
こ
こ
の
伐
採
は
、
我
が
国
ブ
ナ
林
の
現

状
の
中
で
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
る

「原
生
林
」
を
対
象

に
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑧
伐
採
地
に
お
い
て
、
国
指
定
天
然
記
念
物
ク
マ
ゲ
ラ

(環
境
省
R
D
B
は
絶
滅
危
惧
H
類
、北
海
道
で
は
絶
滅
危

急
種
)
の
採
餌
木
が
比
較
的
多
数
認
め
ら
れ
、
そ
の
生
息

が
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
伐
採
に
当
た
っ
て
、
ク
マ
ゲ
ラ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
貴
重
な
野
生
動
植
物
を
含
む
実

態
調
査
は

一
切
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
九
六
年
林
野
庁

通
達
は
、
「貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
育
・生
息
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
は
、
常
口
頃
か
ら
幅
広
く
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
生
育

・
生
息
地
周
辺
に
お
け
る
森

林
施
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
実
施

し
、
学
識
経
験
者
か
ら
の
助
言
を
得
る
な
ど
、
貴
重
な
野

生
動
植
物
の
保
護
に
配
慮
し
た
実
行
に
努
め
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
現
場
で
問
う
と
、
署
長
は
「森

林
官
が
普
段
か
ら
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
、
伐
採
の
影

響
を
減
じ
て
い
る
」
と
口
頭
で
説
明
し
た
。

こ
の
⑧

に
以
下
の
事
実
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
伐

採
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
そ
の
後
、
当
会
の
稗
田

・

奥
谷
両
理
事
ら
に
よ
っ
て
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ

(環
境
省

R
D
B
の
絶
滅
危
惧
H
類
)
の
生
息
調
査
が
行
わ
れ
、
伐

採
地
の
中
心
ほ
ど
そ
の
確
認
個
体
数
が
少
な
か
っ
た
と
い

う
伐
採
の
影
響
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
伐
採
は
、
生

物
多
様
性
に
確
実
に
影
響
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
南
北
海

道
自
然
保
護
協
会
調
査
部

(二
〇
〇
六
)
に
よ
る
と
、
伐

採
地
の
下
流
域
に
希
少
植
物
の
ツ
リ
シ
ュ
ス
ラ
ン

(北
海

道
R
D
B
の
絶
滅
危
急
種
)
や
サ
サ
ガ
ヤ

(同
・希
少
種
)

な
ど
が
確
認
さ
れ
、
伐
採
後
の
土
砂
流
出
に
よ
る
影
響
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
当
該
地
の
生
物
多

様
性
に
関
し
て
、
伐
採
以
前
に
十
分
な
現
状
把
握
が
必
要

で
あ

っ
た
が
、
今
や
、
伐
採
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

必
要
と
し
て
い
る
。

以
上
の
事
実
は
、
全
体
的
に
は
、
都
道
府
県
知
事
の
了

解
を
得
る
な
ら
ば
、

一
定
の

「伐
採
率
」
を
上
限
と
し
て

保
安
林
を
伐
採
で
き
る
仕
組
み
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ

り
、
新
し
く
区
分
さ
れ
た
公
益
林
で
も
伐
採
が
禁
じ
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
①
、

②

お
よ
び
③
は
、
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
か
つ
水
土
保
全

林

(国
土
保
全
タ
イ
プ
)
の
目
的
に
合
致
し
な
い
点
で
、

④
と
⑤
は
、
当
該
地
域
の
伐
採
が
妥
当
で
あ
る
と
仮
定
し

て
も
、
天
然
林
に
お
け
る
森
林
施
業
の
目
的
や
方
法
に
合

致
し
て
い
な
い
点
で
、
さ
ら
に
⑦
と
⑧
は
、
生
態
系
や
種

の
レ
ベ
ル
を
含
む
生
物
多
様
性
を
保
護
し
な
い
点
で
、
そ

れ
ぞ
れ
大
き
な
問
題
と
な
る
。

(
二
)
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
(足
寄
・陸
別
町
な
ど
)

十
勝
東
部
森
林
管
理
署
に
お
け
る
二
〇
〇
六
年
の
森
林

伐
採
は
、
機
能
類
型
分
類
で
は
ほ
と
ん
ど
公
益
林
の
水
土

保
全
林

(水
源
酒
養
タ
イ
プ
)
に
当
た
る
広
面
積
の
天
然

林
と
と
と
も
に
人
工
林
を
対
象
と
し
た
。
当
会
は
、
伐
採

が
半
ば
進
行
中
の
段
階
で
現
地
調
査
を
行

い
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
伐
採
の
い
っ
た
ん
中
止
や
再
考
、
ま
た
は
伐
採

前

の
調
査
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
同
署
な
ら
び
に
北
海

道
森
林
管
理
局
に
提
出
し
、
文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
た
。

私
た
ち
の
要
望
は
、
同
署
管
内
に
お
け
る
天
然
林
伐
採
を

ほ
ぼ
網
羅
で
き
る
以
下
の
五
点
を
挙
げ
た
。

①
平
成

一
八
年
度
の
収
穫
予
定
簿
に
記
さ
れ
て
い
な
い

林
班
が
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
説
明
を
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求
め
た
。

②
猛
禽
類
や
ク
マ
ゲ
ラ
な
ど
希
少
動
物
が
生
息
す
る
天

然
林
伐
採
に
つ
い
て
、

一
九
九
六
年
の
林
野
庁
通
達
に
基

づ
い
て
伐
採
前
の
事
前
調
査
を
求
め
た
。
私
た
ち
の
調
査

で
は
、
伐
採
地
ま
た
は
伐
採
予
定
地
に
お
い
て
、
猛
禽
類

の
ミ
サ
ゴ

(環
境
省
の
準
絶
滅
危
惧
、
北
海
道

の
絶
滅
危

急
種
)
と
ハ
ヤ
ブ
サ

(環
境
省
の
絶
滅
危
惧
H
類
、
北
海

道
の
絶
滅
危
急
種
)、
そ
し
て
ク
マ
ゲ
ラ
(環
境
省
の
絶
滅

危
惧
11
類
、
北
海
道
の
絶
滅
危
急
種
)
の
生
息

や
、
ベ
ニ

バ
ナ
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、

マ
ル
バ
チ
ャ
ル
メ

ル
ソ
ウ
な
ど

の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
希
少
動
植
物

の
事
前
調
査

を
求
め
た
の
で
あ
る
。

③
高
山
植
物
保
護
林

に
接
し
た
林
班
に
お

け
る
伐
採

は
、
こ
の
保
護
林
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い
点
か
ら
、
伐
採
す
べ
き
で
は
な
く
、
何
故
、
伐
採

さ
れ
る
の
か
説
明
を
求
め
た
。

④
ト
ド

マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
を
囲

む
尾
根
筋
と

沢
筋
の

「保
護
樹
帯
」
に
お
い
て
、
多
く
の
天
然
林
が
伐

採
対
象
と
さ
れ
た
。
こ
の
伐
採
は

一
九
七
三
年

の
林
野
庁

通
達
に
反
す
る
の
で
、
何
故
、
伐
採
が
計
画
さ
れ
た
の
か

説
明
を
求
め
た
。
保
護
樹
帯
に
関
す
る
林
野
庁
通
達
は
、

一
九
七
三

(昭
和
四
八
)
年
の

『国
有
林
に
お
け
る
新
た

な
森
林
施
業
』
に
関
す
る
通
達
で
あ
り

(北
海
道
山
林
史

戦
後
編
、
昭
和
五
八
年
参
照
)、
「新
生
林
分
の
保
護
、
土

砂
の
流
出
防
備
、
自
然
景
観
の
維
持
等
の
た
め
に
必
要
な

場
合
に
保
護
樹
帯
を
設
け
る
。
そ
の
幅
員
は
、
お
お
む
ね

三
〇
層

(平
坦
地
)
～
四
〇
層

(傾
斜
地
)
以
上
」
と
し

て
、
保
護
樹
帯
が
主
に
国
土
保
全
の
た
め
に
役
立

つ
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
天
然
林
に
覆
わ
れ
た
斜
面
全
体
を
対
象
と
し
た
伐
採

予
定
地
は
、
林
齢
七
〇
～
八

一
年
以
上
の
良
好
な
天
然
林

で
あ
る
場
合
が
多
く
、
猛
禽
類
や
希
少
植
物
な
ど
を
含
ん

で
と
り
わ
け
多
様
な
生
物
相
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
天
然

林
に
お
け
る
択
伐
対
象
木
は
、
上
記
の
林
齢
以
上
と
数
え

ら
れ
る
、
樹
齢
が
百
年
を
超
え
る
大
径
木
が
選
抜
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
西
ク
マ
ネ
シ
リ
岳

・
ク
マ
ネ
シ
リ
岳
北
斜

面
の
針
葉
樹
天
然
林
は
、
他
地
域
と
は
飛
び
離
れ
た
高
標

高
地

(
一
〇
〇
〇
～

一
三
〇
〇
層
)
に
あ

っ
た
。
こ
の
よ

う
な
高
標
高
地
伐
採
に
関
し
て
、
前
述
の

一
九

+

「皆
伐
新
植
の

写真4選 木されたアカエゾマツ大径木

勝東部 国有林)

七
三
年
林
野
庁
通
達
に
お
い
て

対
象
か
ら
除
く
標
高
の
目
安
は
、
北
海
道
で
は

六
〇
〇
層
以
上
…
…
」
と
さ
れ
、
伐
採

(皆
伐
)

対
象
か
ら
除
く
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の

保
護
樹
帯
と
高
標
高
地
の
天
然
林
伐
採
に
つ
い

て
は
、
と
も
に
皆
伐
で
な
く
択
伐
で
あ
ろ
う
と

も
、
伐
採
の
再
検
討
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
の
要
望
に
対
す
る
回
答
は

一

切
な
し
に
伐
採
が
進
行
し
た
。
そ
の
後
の
北
海

道
森
林
管
理
局
と
の
交
渉
時
に
は
、
①
に
関
し

て

「実
際
の
事
業
実
行
者
が
契
約
後
三
年
の
問

に
伐
採
可
能
で
あ
る
」、
②
、
④
お
よ
び
⑤
に
関

す
る
二
つ
の
林
野
庁
通
達
に
関
し
て
、
「通
達
の
理
念
は
続

い
て
い
る
が
目
下
は
法
的
拘
束
力
が
な
い
」
と
の
口
頭
で

の
回
答
が
あ

っ
た
。

十
勝
東
部
森
林
管
理
署
は
、
二
〇
〇
六
年
の
伐
採
が
ほ

ぼ
終
わ
っ
た
段
階
で
、
以
下
の
四
点
に
関
す
る
回
答
書
(二

〇
〇
七
年

一
月
二
九
口
付
)
を
当
会

へ
送
付
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
①
に
関
し
て

「搬
出
期
限

(三
年
)
内
で
の

作
業
中
で
あ
る
」
こ
と
、
②
に
関
し
て

「
…
…
猛
禽
類
や

ク
マ
ゲ
ラ
に
つ
い
て
は
、
伐
採
の
計
画
に
当
た
り
、
日
常

の
巡
視
等
に
お
い
て
生
息
の
状
況
を
確
認

・
把
握
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
摘
の
あ
っ
た
箇
所
に
お
い
て
は
生

息
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回土砂流出が著 しい伐採地 の下流域(十 勝東部国有林)写真5
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の
情
報
を
踏
ま
え
て
新
た
に
調
査
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
生
息
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
留
意
し
た
い
…
…
」

と
の
こ
と
、
③
に
つ
い
て
は

「保
護
林
周
辺
に
お
け
る
施

業
等
の
制
限
は
特
に
行

っ
て
い
な
い
」
こ
と
、
⑤

に
つ
い

て
は

「…
…
希
少
野
生
動
植
物
の
生
息

・
生
育
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
実
行
が
当
該
希
少
野
生

動
植
物
の
生
息

・
生
育
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
再
度
検

討
を
行
う
等
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
考
え
で
あ
る
」
こ

と
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
同
答
は
、
他
地
域
で
聞
き
慣
れ
た
不
十

分
な
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
森
林
伐
採
を
主
に
考
え
、

事
前
調
査
が
肝
要
な

「生
物
多
様
性
保
全
」
が

後
同
し
に
さ
れ
る
、
本
稿
で
指
摘
す
る
欠
陥
が

認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
同
署
管
内
の
森
林
伐
採
に
関
し
て
、

二
つ
の
問
題
点
を
追
加
す
る
。

一
つ
は
、
当
会

要
望
書
で
指
摘
し
な
か

っ
た
が
、
人
工
林
施
業

に
お
け
る
問
題
点
で
あ
る
。
同
署
管
内
で
は
、

天
然
林
の
ほ
か
に
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
人

工
林
を
対
象
に
、
皆
伐
あ
る
い
は
帯
状
間
伐
が

か
な
り
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
と
く
に
過
去
に

源
流
域
ま
で
皆
伐
さ
れ
多
く
が
人
工
林
化
さ
れ

た
流
域
に
お
い
て
土
砂
流
出
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
が
尾
根
上
の
人
工
林
ま
で
伐
採
さ
れ
た
結
果

と
推
測
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
流
域
生
態
系
と
し
て
土

砂
流
出
な
ど
の
国
土
保
全
を
考
え
る
と
、
人
工
林
で
あ

っ

て
も
尾
根
や
源
流
部
、
あ
る
い
は
急
傾
斜
地
な
ど
の
伐
採

に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う

一
つ
は
、
当
会
の
要
望
書
で
補
足
的
に
指
摘
し
た

点
に
関
わ
る
。
当
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
伐
採
予

定
地
に
古
い
作
業
道
が
認
め
ら
れ
、
過
去
に
択
伐
さ
れ
た

場
所
が
再
度
、
伐
採
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
同
署
が

「過
去
に
択
伐
が
行
わ
れ
た
た
め
完
全
な
天

然
林
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
二
次
林
で
あ
る
か
ら
、
伐
採

の
影
響
が
少
な
い
」
と
し
て
今
回
の
伐
採
を
肯
定
す
る
と

懸
念
さ
れ
た
。
要
望
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は

「天

然
林
の
保
全
」
と

「持
続
的
な
林
業
経
営
」
の
何
れ
の
観

点
か
ら
も
大
き
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
持
続
的
な
林
業
経
営
と
い
え
な
い
観
察
結

果
を
こ
こ
に
追
加
す
る
。
あ
る
針
葉
樹
林
に
お
い
て
、
過

去
の
択
伐
に
よ
る
伐
根
は
直
径
八
○
～

一
〇
〇
弛.
層
の
ア

カ
エ
ゾ

マ
ッ
や
エ
ゾ

マ
ツ
で
あ

っ
た
。
こ
の
針
葉
樹
林
に

お
け
る
今
回
の
伐
採
対
象
木
は
、上
記
の
樹
種
が
少
な
く
、

土場 に近接 した林道 にあるハ ヤブサ

の死体(十 勝東部 国有林)

7写

か
つ
小
径
木
で
あ
る
た
め
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
胸
高
直
径

四
〇
～
五
〇
短ン層
の
ト
ド
マ
ツ
が
主
と
な

っ
て
い
た
。
別

の
針
広
混
交
林
で
は
、
過
去
の
伐
根
直
径
約
八
○
弛
.層
の

エ
ゾ

マ
ツ
、
今
回
の
伐
採
が
胸
高
直
径
四
〇
～
五
〇
苑.層

の
ト
ド

マ
ッ
や
ハ
リ
ギ
リ
を
対
象
と
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
都
度
、
高
価
な
優
良
木
を
対
象
と
し
た
伐
採
が

繰
り
返
さ
れ
、
よ
り
価
値
の
低

い
木
が
残
さ
れ
た
の
で
、

こ
こ
に
は

「持
続
的
林
業
経
営
」
が
認
め
ら
れ
な
い
。

十
勝
東
部
森
林
管
理
署
に
お
い
て
問
題
と
な
る
事
実

は
、公
益
林
で
伐
採
が
行
わ
れ
る
根
本
的
問
題
の
ほ
か
に
、

ま
ず
①
、
④
、
⑤
お
よ
び
⑥
は
、
多
く
が
水
源
滴
養
タ
イ

プ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
む
水
土
保
全
林
の
目
的
と
な

る
土
砂
流
出
防
備
な
ど
を
考
慮
し
な
い
点
で
、
②
、
③
お

よ
び
④
は
、
生
態
系
や
種
の
多
様
性
を
含
む
生
物
多
様
性

を
保
護
し
な
い
点
で
、
⑦
は
、
当
該
地
域
の
伐
採
が
許
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
天
然
林
に
お
け
る

「持
続
的
林
業
経

営
」
の
目
的
や
方
法
に
合
致
し
な
い
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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(
三
)
日
高
南
部
森
林
管
理
署

(新

日
高

町
な
ど
)

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で
は
、
檜
山
や
十
勝
東
部
の
場

合
と
異
な

っ
て
、
三
林
班
の
み
を
観
察
し
た
が
、
以
下
の

内
容
が
特
記
さ
れ
た
。

観
察
し
た
伐
採
予
定
地
は
、
日
高
南
部
の
低
標
高
地
に

あ
り
、
か
つ
て
御
料
牧
場
で
あ

っ
た
が
、
大
正

一
〇
～

一

五
年
に
皆
伐
し
た
後
、

一
九
三
四

(昭
和
九
)
年
に
ヒ
メ

コ
マ
ツ
、
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
、
ス
ト
ロ
ー
ブ

マ
ツ
な
ど
の
外

来
樹
種
が
植
裁
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
同
森
林
管

理
署
で
は
、
人
工
林
と
し
て
扱

っ
て
お
り
、
今
回
の
伐
採

計
画
で
も
、
林
齢
七
三
年
の
人
工
林
施
業
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
三
林
班
を
実
際
に
観
る
と
、
外
来
樹
種
は
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
多
く
が
枯
損
木
や
倒
木
と
な
り
、
単

木
的
に
混
生
す
る
程
度
に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

針
葉
樹
人
工
林
と
し
て
成
林
化
し
て
い
な
か

っ
た
。
こ
の

森
林
を
実
際
に
構
成
す
る
樹
種
は
、
豊
富
な
落
葉
広
葉
樹

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
樹
高
が
約
二
五
麿
に
達

し
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
皆
伐
後
の
植
裁

・
人
工
林
化
に
失
敗
し
、
二

次
林
か
ら
天
然
林
の
姿
ま
で
自
然
な
天
然
更
新

(遷
移
)

写真8外 来針葉樹人工林 とされた広葉樹 天

然林(日 高南部 国有林)

移
す
る
と
期
待
さ
れ
た
。

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

し
た
林
班
に
関
し
て
伐
採
中
止
を
約
束
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
実
例
に
基
づ
く
と
、
人
工
林

や
天
然
林

へ
の
区
分
は
、
所
有
者

・
森
林
管
理
署
の
帳
面

上

・
図
面
上
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
け

る
科
学

(植
生
生
態
学
)
的
な
把
握
が
必
要
で
あ
る
。
逆

に
、
上
記
の
観
察
地
は
、
針
葉
樹
人
工
林
に
お
け
る
森
林

施
業
と
さ
れ
な
が
ら
、
収
穫
予
定
簿
に
多
種

・
大
量
の
、

自
生
す
る
落
葉
広
葉
樹
が
列
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
事
実

確
認
が
必
要
と
し
て
選
ん
で
あ

っ
た
。

が
約
八
五
年
間
で
素
早
く
進
ん
だ
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
遷
移
の
進
行
は
相
対
的
に

早
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
、

当
該
地
域
が
風
当
た
り
が
少
な
い
地
形
、
ま

た
適
湿
・
富
養

・
通
気
性
の
良
い
土
壌
な
ど
、

落
葉
広
葉
樹
林
を
良
好
に
支
え
る
自
然
特
性

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
森
林
は
、
現

況
で
も
決
し
て
人
工
林
で
は
な
く
明
ら
か
な

天
然
林
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に

自
然
の
ま
ま
に
天
然
更
新
を
持
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
構
造
や
生
物
多
様
性
の
回
復

が
よ
り
期
待
さ
れ
、
日
高
南
部
の
低
標
高
地

に
特
徴
的
な
、
原
生
的
な
森
林

へ
確
実
に
遷

以
上
の
個
人
的
な
意
見

・
判
断

日
高
南
部
森
林
管
理
署
長
は
、
観
察

(
四
)
天
然
林
伐
採
と
基
本
理
念
と
の
照
合

前
項
ま
で
述
べ
た
天
然
林
伐
採
の
実
態
と
公
益
的
機

能

・
多
面
的
機
能
重
視
と
い
う
基
本
理
念
を
概
略
的
に
照

合
す
る
と
、
生
物
多
様
性
保
全
、
土
砂
災
害
防
止

・
土
壌

保
全
、
な
ら
び
に
木
材
な
ど
の
物
質
生
産
の
機
能
に
関
し

て
、
以
下
の
よ
う
に
顕
著
な

「齪
齪
」
が
認
め
ら
れ
る
。

第

一
に
、
生
物
多
様
性

の
う
ち

「生
態
系
の
多
様
性
」

に
関
し
て
み
る
と
、
檜
山
森
林
管
理
署
に
お
け
る
原
生
林

と
見
な
さ
れ
る
良
好
な
ブ
ナ
天
然
林
の
伐
採
と
、
十
勝
東

部
森
林
管
理
署
に
お
け
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
エ
リ
ア
の
な
い
高

山
植
物
保
護
林
に
接
し
た
林
班
の
天
然
林
伐
採
は
、
い
ず

れ
も
生
態
系
の
多
様
性
を
保
護
す
る
観
点
が
ま
っ
た
く
欠

け
て
い
る
。

第
二
に
、
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
の
高
山
植
物
保
護
林

は
、
上
記
と
同
様
に
生
態
系
の
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
視

さ
れ
る
が
、
風
穴
地

・
崖
地
な
ど
を
中
心
に
低
標
高
地
に

高
山
植
物
が
生
育
す
る
場
と
し
て
三
年
前
に
設
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
周
辺
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
エ
リ

ア
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、

今
回
、保
護
林
に
接
し
た
林
班
に
お
け
る
伐
採
の
事
実
は
、

「保
護
林
だ
け
は
守
る
、
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
国
有
林
野

の
経
営
林
と
し
て
伐
採
対
象
と
す
る
」
と
い
う
結
果
と
な

り
、
実
際
に
は
、
生
物
多
様
性
保
全
が
小
面
積
の
保
護
林

に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。

第
三
に
、
生
物
多
様
性
の
う
ち
「種
の
多
様
性
」
と
「遺

伝
子
の
多
様
性
」
に
関
し
て
は
、

一
九
九
六
年
の
林
野
庁

通
達
、
「貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
育
・生
息
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
は
、
常
日
頃
か
ら
幅
広
く
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
の
生
育

・
生
息
地
周
辺
に
お
け
る
森
林

施
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、

学
識
経
験
者
か
ら
の
助
言
を
得
る
な
ど
、
貴
重
な
野
生
動

植
物
の
保
護
に
配
慮
し
た
実
行
に
努
め
る
こ
と
」
が
重
要

で
あ
り
、
生
物
多
様
性
保
全
に
関
し
て
過
去
か
ら
続
く
具

体
策
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
檜
山
、
十

勝
東
部
の
い
ず
れ
の
地
域

に
お
い
て
も
、
伐
採
が
先
行
さ

れ
、
専
門
家
に
よ
る
十
分
な
事
前
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
国
有
林
野
は
、
上
記
の
通
達
文
章
に
あ
る

「常
日
頃

か
ら
幅
広
く
収
集
に
努
め
て
い
る
」
と
し
て
不
十
分
な
調

査
で
終
わ
ら
せ
、
「
必
要
に
応
じ
て
」
を

「必
要
な
し
」
と
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読
ん
で
い
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
種
や

遺
伝
子
の
多
様
性
の
保
全
に
当
た
る

「貴
重
な
野
生
動
植

物
の
保
護
に
配
慮
」
し
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。

以
上
の
三
点
は
、
基
本
理
念
に
掲
げ
ら
れ
た
生
物
多
様

性
保
全
が
、
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
ず
軽
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
依
然
と
し
て
、
木
材
生
産

が
重
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
来
、
生
物
多
様
性
は
、

森
林
管
理
署
ご
と
に
十
分
な
事
前
調
査
が
必
要
で
あ
り
、

生
態
系

の
多
様
性
に
関
し
て
良
好
な
天
然
林

は
森
林
施
業

の
対
象
外
と
す
る
こ
と
、
種
や
遺
伝
子
の
多
様
性
に
関
し

て
は
種
ご
と
の
具
体
的
な
保
全
策
を
立
案
す

る
こ
と
、
こ

の
よ
う
な
森
林
の
扱
い
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
「土
砂
流
出
な
ど
災
害

の
防
備
」
と
い
う
国
土

保
全
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
か
つ

そ
の
源
流
部
に
あ
る
檜
山
森
林
管
理
署
の
ブ
ナ
天
然
林
の

伐
採
と
、
実
際
に
土
砂
流
出
が
観
察
さ
れ
た
十
勝
東
部
森

林
管
理
署
の
源
流
部

・
尾
根
筋
に
あ
る
ト
ド

マ
ツ
人
工
林

な
ど
の
伐
採
が
問
題
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
十
勝
東
部
で
指

摘
し
た
伐
採
契
約
が
三
年
間
有
効
で
あ
る
と

い
う
仕
組
み

は
、事
業
実
行
者
で
あ
る
業
者
の
都
合
に
迎
合
し
て
お
り
、

ま
た
、

一
つ
の
流
域
生
態
系
に
お
け
る
土
砂
流
出

へ
の
伐

採

の
影
響
を
考
え
る
と
年
度
ご
と
の
伐
採
が
大
き
な
意
味

を
持
つ
の
で
、国
土
保
全
を
考
え
て
い
な
い
と
批
判
で
き
る
。

第
五
に
、
「保
護
樹
帯
」
の
伐
採
が
問
題
視
さ
れ
る
。
保

護
樹
帯
は
、

一
九
七
三
年
の
通
達
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

基
本
理
念
に
あ
る
土
砂
流
出
な
ど
の
国
土
保
全
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
の
で
、
伐
採
の
影
響
を
避
け
る

べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
保
護
樹
帯
は
、
保
護
樹
帯
に
囲
ま
れ
て
隣
接

す
る
人
工
林

(単
層
林
)
を
針
広
混
交
林
な
ど

の
複
層
林
、

そ
し
て
天
然
林
に
誘
導
す
る
際
に
、
種
子
供
給
源
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
保
護
樹

帯
の
森
林
施
業
が
択
伐
で
あ
ろ
う
と
も
、
大
径
木
を
選
木

し
た
択
伐
は
、
種
子
生
産
が
で
き
る
母
樹
を
取
り
除
き
、

種
子
供
給
の
役
割
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

第
六
に
、
物
質
生
産
機
能
に
関
し
て
は
、
「持
続
的
林
業

経
営
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
疑
念
が
生
じ
る
。

檜
山
の
例
で
は
、
「後
継
樹
を
育
成
し
森
林
の
更
新
を
図
る

た
め
に
老
齢
過
熟
木
を
伐
採
す
る
」
と
の
当
局
か
ら
の
回

答
が
あ

っ
た
が
、
後
継
樹
を
粗
末

に
扱
う
実
態
と
合
わ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
十
勝
東
部
で
は
、
か
つ
て
の
択
伐
に
よ

る
伐
根
直
径
と
今
回
伐
採
予
定
の
胸
高
直
径
と
の
問
に
大

き
な
差
が
認
め
ら
れ
、
十
分
に
成
熟

・
回
帰
し
な
い
う
ち

に
択
伐
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
に
森
林
の
劣
化
が
問
題
視

さ
れ
た
。
現
状
の
森
林
施
業
は
、
も
う

一
つ
の
基
本
理
念

で
あ
る

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
も
合
致
し
て
い
な
い
と

判
断
さ
れ
た
。

三

何

故

、

基

本

理

念

と

合

致

し

な

い
天

然

林

伐

採

が

進

行

す

る

の

か

(
1
)
経

済

的

に

み

た

国

有

林

野

の

現

状

と

将

来

展

望

(
一
)
抜
本
的
改
革
の
前
後

に
お
け
る
経
済
的
背
景

『森
林
.林
業
白
書
平
成

一
八
年
版
』
に
お
い
て

「国
有

林
の
収
支
」
の
平
成

一
六
年
分
を
読
む
と
、
収
入
合
計
三

四
六

一
億
円
は
、

一
般
会
計
受
入

=

二
五
億
円
と
借
入

金

一
七

一
五
億
円
が
両
翼
と
な
り
、
林
産
物
収
入
二
〇
七

億
円
と
林
野
等
売
払
代

一
九
八
億
円
な
ど
か
ら
な
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
支
出
合
計
三
四
三
四
億
円
で
は
、
利
子

・

償
還
金
二
〇
〇
八
億
円
が
大
半
を
占
め
、
人
件
費
八
ゴ
ニ

億
円
、
森
林
整
備
費
三
七
五
億
円
、
事
業
費

一
五

一
億
円

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
記
で
は
、
収
入
の
約
四
九
%

が
借
入
金
、
支
出
の
約
五
八
%
が
利
子

・
償
還
金
と
計
算

さ
れ
、
国
有
林
野
の
収
支
会
計
が
今
な
お
「サ
ラ
金
地
獄
」

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

国
有
林
野
の
抜
本
的
改
革
は
、
か
つ
て
、
人
件
費
な
ど

本
来

一
般
会
計
で
補
う
べ
き
支
出
を
木
材
生
産
収
入
に

よ
っ
て
補
う
独
立
採
算
制
で
あ

っ
た
た
め
、
我
が
国
の
森

林
が
長
期
に
わ
た
っ
て
伐
採
さ
れ
続
け
た
こ
と
、
ま
た
輸

入
増
加
に
伴
う
木
材
生
産
収
入
の
激
減
に
よ
っ
て
累
積
赤

字
が
三
兆
八
千
億
円
に
達
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
反
省
を

踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
累
積
赤
字
は
、

一
兆

円
を
残
し
て

一
般
会
計
か
ら
補
填
さ
れ
た
は
ず

で
あ

っ

た
。
し
か
し
、
上
記
の
収
支
を
読
む
と
、
国
有
林
野
の
収

支
会
計
は
、
残
る

一
兆
円
の
利
子
支
払

い
に
四
苦
八
苦
し
、

今
な
お
健
全
な
姿
を
取
り
戻
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
支
出
の
大
半
を
利
子

・
償
還
金
が
占
め
る

中
で
、
林
産
物
収
入
が

一
般
会
計
受
入
と
借
入
金
に
次
ぐ

収
入
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
治
山
事
業
や
林
道
整
備

を
含
む
森
林
整
備
費
や
事
業
費
に
対
し
て
相
対
的
に
大
き

な
支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
白
書
の

「国
有
林
野
事
業

に
お
け
る
主
要
事
業
量
」
の
平
成

一
六
年
分
を
読
む
と
、

事
業
ご
と
に
単
位
が
異
な
り
比
較
が
難
し
い
が
、
前
記
の

林
産
物
収
入
に
当
た
る
収
穫
量
が
四
八
六
〇
(千
立
方
層
)

で
あ
る
こ
と
、
国
有
林
治
山
約

一
七
九
億
円
と
災
害
復
旧

約

一
四
七
億
円
か
ら
な
る

「
治
山
」
に
多
く
が
費
や
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
「林
道
」
に
関
し
て
は
新
設
五
六
キ。
癖
、
改

良
六
三
五
キ・層
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
る
。
健

全
で
な
い
収
支
会
計
の
中
で
、
支
出
が
公
益
的
機
能

・
多

面
的
機
能
の
う
ち
国
土
保
全
を
目
的
と
す
る
と
い
う
土
木

事
業
と
木
材
生
産
の
た
め
と
す
る
林
道
整
備
な
ど
に
偏

っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
状
態
は
、
即
座
の
収
入
を
求
め
る

「天
然
林
伐

採
」
に
向
か
い
や
す
い
経
済
的
背
景
と
い
え
る
。
首
が
回

ら
な
く
な
れ
ば
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
ず
、
新
た
な
基

本
理
念
を
忘
れ
、
「今
の
収
入
を
考
え
た
」
天
然
林
伐
採
に

通
進
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。今
の
経
済
状
況
は
、
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基
本
理
念
の

「持
続
的
林
業
経
営
」
や

「生
物
多
様
性
保

全
」
に
近
づ
く
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

(
二
)
多
面
的

機
能
の
貨
幣
評
価

と
そ
れ

に
基
づ
く

将
来

の
施
策

に

つ
い
て

森
林

・
林
業
基
本
政
策
研
究
会

(二
〇
〇
二
)
に
よ
る

解
説
は
、
基
本
政
策
の
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た

一
つ
の
根

拠
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議

(二
〇
〇

]
)
『地
球
環
境
・

人
間
生
活
に
関
わ
る
農
業
及
び
森
林
の
多
面
的
機
能
の
評

価
に
つ
い
て
』
か
ら
、
森
林
の
多
面
的
機
能
に
関
す
る
「貨

幣
評
価
」
を
引
用
し
て
い
る

(表
1
)。

(単 位:兆 円)森林の多面的機能の貨幣評価額表1

機能の種類 評価額 備 考

水源かん養機能 29.85

森林 の土壌が、降水 を貯留 し、河川へ流れ

込む水 の量 を平準化 して洪水、渇水を防ぎ、

さらにその過程 で水質 を浄化す る役割

土砂流出防止機能 28.26
森林の下層植生や落葉枝が地表の浸食を抑
制する役割

土砂崩壊防止機能 8.44
森林 が根系 を張 り巡 らす ことによって土砂
の崩壊 を防 ぐ役割

保健休養機能(注) 2.25
森林が人 にやすらぎを与 え、余暇 を過 ごす

場 として果た している役割

二酸化炭素吸収 1.24
森林が その成長 の過程で二酸化炭素を吸収

している役割

化石燃料代替(注) 0.23 木造住宅の建築による化石燃料代替効果

合 計 70.2

資料 日本学術会議

注 日本学術会議の答申本体で はな く、関連付属資料 に盛 り込 まれた評価

額であ る。

そ
こ
に
は
、
水
源
滴
養
機
能
二
九

・
八
五
兆
円
と
土
砂

流
出
防
備
機
能
二
八

・
二
六
兆
円
が
圧
倒
的
に
高

い
貨
幣

評
価
を
受
け
、
他
に
、
土
砂
崩
壊
防
止
機
能
八

・
四
四
兆

円
、
保
健
休
養
機
能
二

・
二
五
兆
円
、
二
酸
化
炭
素
吸
収

一
・
二
四
兆
円
、
そ
し
て
化
石
燃
料
代
替
○

・
二
三
兆
円
、

六

つ
の
機
能
の
合
計
七
〇

・
二
兆
円
の
六
機
能
の
貨
幣
評

価
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
基
本
理
念
に
あ
る
「生

物
多
様
性
の
保
全
」
機
能
に
関
し
て
は
、
ま

っ
た
く
評
価

さ
れ
て
い
な
い
。

『森
林
・林
業
白
書
平
成

一
八
年
版
』
も
ま
た
、
前
記
と

ほ
ぼ
同
じ
文
献
に
基
づ
き
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
貨
幣

評
価
を
さ
ら
に
詳
細
に
示
し
て
い
る
。
多
面
的
機
能
と
し

て
八
機
能
を
挙
げ
、
そ
の
三
番
目
の
土
砂
流
出
/
土
壌
保

全
機
能
は
合
計
約
三
七
兆
円

(表
面
浸
食
防
止
約
二
八
兆

円
と
表
層
崩
壊
防
八
兆
円
余
を
含
む
)、
四
番
目
の
水
源
滴

養
機
能
は
合
計
約
三
〇
兆
円

(洪
水
緩
和
六
兆
円
余
、
水

資
源
貯
留
約
九
兆
円
お
よ
び
水
質
浄
化
約

一
五
兆
円
を
含

む
)
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
白
書
で
八
機
能

の
第

一
に
掲
げ
た

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
の
評
価
は
、

ま

っ
た
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
欠
点
は
、
現
在
の
林

野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
貨
幣
評
価
に
も
そ
の
ま
ま

継
続
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
貨
幣
評
価
は
、
「生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
関
し

て
旦
ハ体
的
な
施
策
が
非
常
に
少
な
く
、
そ
の
た
め
具
体
策

に
つ
な
が
る
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、そ
し
て
、

逆
に
、
国
土
保
全
機
能
に
関
し
て
土
砂
流
出
防
備

の
た
め

の
土
木
事
業
な
ど
、
木
材
生
産
機
能
を
効
率
化
さ
せ
る
と

し
た
林
道
整
備
な
ど
の
旦
ハ体
策
に
は
多
く
の
予
算
が
用
意

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
諸
機
能
発
揮
の
具
体
的
施
策
と
深
く

連
動
し
て
い
る
。

上
記
白
書
は
、
多
面
的
機
能
の
貨
幣
評
価
表

の
脚
注
に

「試
算
の
範
躊
を
で
な
い
数
字
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
適
用
に

当
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
」
と
追
記
し
て

い
る
。
し
か
し
、
「生
物
多
様
性
の
保
全
」
は
、
貨
幣
評
価

を
欠
く
た
め
に
具
体
策
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
諸

機
能
す
べ
て
に
及
ば
な
い
貨
幣
評
価
は
、
多
面
的
機
能
の

役
割
を
実
際
に
果
た
す
上
で
は
大
き
な
欠
陥
に
な
る
。
生

物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
貨
幣
評
価
は
、
現
在
で
は
環

境
経
済
学
の
手
法
に
よ
り
可
能
で
あ
る
の
で
、
貨
幣
評
価

は
す
べ
て
の
機
能
に
わ
た
っ
て
試
み
る
必
要
が
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
生
物
多
様
性
の
価
値
は
、
本
来
は
計
り
知
れ
な

い
ほ
ど
大
き
い
と
考
え
る
が
、
貨
幣
評
価
を
試
み
る
な
ら

ば
現
時
点
で
も
大
き
な
貨
幣
価
値
に
相
当
す
る
と
予
測
す

る
。
し
た
が

っ
て
、
白
書
に
あ
る
表
の
脚
注
は
、
「細
心
の

注
意
」
で
は
な
く

「現
段
階
で
は
、
決
し
て
適
用
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
物
の
多
様
性
は
、
種
の
多
様
性
や
遺
伝

子
の
多
様
性
だ
け
で
は
な
く
、
生
態
系
の
多
様
性
を
含
ん

で
い
る
。
日
本
学
術
会
議
が
貨
幣
評
価
し
た
森
林
の
多
面

的
機
能
、
す
な
わ
ち
水
源
滴
養
、
土
砂
流
出
防
備
、
土
砂

崩
壊
防
止
、
保
健
休
養
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
、
そ
し
て
化

石
燃
料
代
替
の
六
機
能
は
す
べ
て
、
「生
物
多
様
性
の
概

念
」
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
森
林
と
い
う

「生
態
系
の
多
様

性
」
に
関
す
る
機
能
で
あ
る
。

先
に
貨
幣
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
生
物
の
多
様
性
は
、
そ

の
中
の

「種
の
多
様
性
」
と

「遺
伝
子
の
多
様
性
」
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。
生
物
多
様
性
条
約
で
は
、
こ
れ
ら
の
多

様
性
に
関
し
て
、
「現
在
、
有
用
木
の
よ
う
に
価
値
が
分
か

る
生
物
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
で
は
ま
だ
価
値
が
分
か
ら

な
い
生
物
も
含
み
、
す
べ
て
の
生
物
に
資
源
的
価
値

・
経

済
的
価
値
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
持
続
的
利
用
の
た
め
に
保

護

・
保
全
が
必
要
で
あ
る
」
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上

は
、
林
野
行
政
が
い
ま
重
視
す
る

「持
続
的
林
業
経
営
」

と
同
じ
観
点
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
生
物
多
様
性
の
価
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値
、
と
く
に

「種
の
多
様
性
」
と

「遺
伝
子
の
多
様
性
」

に
つ
い
て
も
、
林
野
行
政
は
具
体
策
を
も

っ
て
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
基
本
法
で
も
基
本
計
画
で
も
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
た
め
の

「整
備
と
保
全
」
が
唱
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
基
本
計
画
で
は
、
生
物
多
様
性
保
全
を

除
い
て
、
貨
幣
評
価
が
高

い
機
能
の

「整
備
」
を
重
視
し

た
具
体
策
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
貨
幣
価
値

の
高
い
機
能

を

「整
備
」
す
る
方
策
も
考
え
得
る
が
、
森
林
を
伐
採
し

な
い

・
人
手
を
か
け
な

い
方
が
土
砂
流
出
防
備
や
水
源
滴

養
な
ど
に
対
応
で
き
る
と
い
う

「保
全
」
を
重
視
す
る
考

え
方
と
方
策
が
必
ず
生
じ
る
。
筆
者
は
、
後
者
が
重
要
な

地
域
が
か
な
り
多
い
と
判
断
し
て
い
る
。

以
上
の
対
立
は
、非
常
に
重
要
な
観
点
の
違

い
で
あ
り
、

科
学
的
に
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
が
、
基
本
計

画
に
お
い
て
、
二
つ
の
考
え
方
の

一
方
に
傾
く
こ
と
は
大

き
な
欠
陥
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
基
本
理
念

に
あ
る

「森

林
生
態
系
と
し
て
の
整
備
と
保
全
」
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
森
林

を
短
期
的
で

は
な
く
長
期
的
に
見
た
上
で
の
経
済
的
損
得

に
大
い
に
関

わ
る
の
で
、
「持
続
的
林
業
経
営
」
の
根
幹
に
関
わ
り
、
私

た
ち
国
民
の
論
議
と
共
通
認
識
が
必
要
な
、
非
常
に
重
要

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

何
故
、
基
本

理
念
と
合
致
し
な

い
天
然

林
伐
採
が
進
行
す
る
の
か

(
2
)
新
し

い

森
林

・
林
業
基
本
法
の
基
本
理
念
が
具
体

化
さ
れ
な
い
こ
と

二
〇
〇

一
(平
成

一
三
)
年
、

一
九
六
四

(昭
和
三
九
)

年
制
定
の
林
業
基
本
法
が
三
七
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
『森

林

・
林
業
基
本
法
』
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た

『森
林

・
林
業
基
本

計
画
』
は
、
基
本
法
に
見
ら
れ
る
基
本
理
念
を
よ
り
具
体

化
し
た
基
本
方
針
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
国

有
林
野
だ
け
で
は
な
く
民
有
林
や
他
の
公
有
林
を
含
む
我

が
国
の
森
林
全
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
が
重
視
す
る

「生
物
多
様
性
保
全
」
の
観
点
か
ら

特
記
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
内
容
は
、
基
本
法
の
前
半
に
記

さ
れ
て
い
る
。
基
本
法
の
目
的
が
、
従
来
の
林
業
に
新
た

に

「森
林
」
を
加
え
て

「そ
れ
ら
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
基
本
理
念
と
そ
の
実
現
を
図
る
の
に
基
本
と
な
る
こ
と

を
定
め
る
」
と
さ
れ
た
こ
と

(第

一
章
第

一
条
)、
基
本
理

念
と
す
る

「森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
に
つ

い
て
、
[森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
す
る
国
土
の
保
全
、

水
源
の
滴
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面
に
わ
た
る
機

能

(以
下

「森
林

の
多
面
的
機
能
」
と
い
う
)
が
持
続
的

に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
か
ん
が

み
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
適
正
な
整
備
及
び
保
全
が

図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
こ
と

(第
二
条

第

一
項
)、
さ
ら
に
、
国
有
林
野
に
関
し
て
、
「国
は
、
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
有
林
野
の
管
理
及
び
経
営
の
事

業
に
つ
い
て
、
国
土
の
保
全
そ
の
他
国
有
林
野
の
有
す
る

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
…
…
」
と
さ
れ

(第
五

条
)、
第
二
条

に
お
け
る
多
面
的
機
能
が
国
有
林
野
で
は

「公
益
的
機
能
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
、
林
野
行
政
が
喧
伝
し
て
い
る
「林
業
」

よ
り
も

「森
林
の
多
面
的
機
能

・
公
益
的
機
能
の
重
視
」

と
し
た
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
。

問
題
は
、
基
本
法
に
謳
わ
れ
た
「森
林
の
多
面
的
機
能
・

公
益
的
機
能
の
重
視
」
が
、
基
本
計
画
、
国
有
林
野
の
各

森
林
管
理
局
、
そ
し
て
現
場
を
持

つ
各
森
林
管
理
署
の
方

向
で
、
考
え
方
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
に
具
体
化
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
が
最
も
力
点

を
置
く

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
関
し
て
、
上
記
の
方

向
に
沿

っ
て
追
跡
し
て
み
よ
う
。

第

一
に
、
基
本
法
に
つ
い
て
述
べ
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
現
在
の
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
多
面
的
機
能
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
は
、

元
と
な
る
基
本
法
で
は
何
故
か
言
葉
と
し
て
は
見
あ
た
ら

ず
、
「自
然
環
境
の
保
全
」
と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
が
基
本
計

画
な
ど
後
に
生
物
多
様
性
保
全

(野
生
動
植
物
の
生
息

・

生
育
の
場
の
保
全
)
を
意
味
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
本
法
に
お
い
て
生
物
多
様
性
保
全

が
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
基
本
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
欠
点
や
曖
昧
さ

も
見
ら
れ
る
。
第
二
条
第

一
項
に
記
さ
れ
た
多
面
的
機
能

の
適
正
な
整
備
及
び
保
全
に
つ
い
て
第
三
章
が
設
け
ら

れ
、
森
林
の
整
備
の
推
進

(第
十
二
条
)
と
森
林
の
保
全

の
確
保

(第
十
三
条
)
の
内
容
が
や
や
旦
ハ体
的
に
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
前
者
の
整
備
の
施
策
で
は
、
林
道
整

備
な
ど
林
業
に
関
す
る
記
述
内
容
が
多
く
、
生
物
多
様
性

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
後
者
の
保

全
の
施
策
で
は
、
「森
林
の
保
全
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
に
関
し
、
支
障
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
規
制
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
は
、
土

木
事
業
の
推
進
や
木
材
の
病
虫
害
対
策
に
よ
る
保
全
策
中

心
に
記
述
さ
れ
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
内
容
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。
基
本
法
の
第
四
章
以
降
は
、
主
と
し

て
林
業
に
関
す
る
記
述
が
続
き
、
総
じ
て
、
基
本
法
に
お

い
て
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
具
体
的
内
容
の
記
述

が
少
な
い
。

第
二
に
、
基
本
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
基
本
計
画
の
最
初
に

「森
林

・
林
業
に
関
す
る
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施
策

に
関
し
て
の
基
本
的
な
方
針
」
の

「重
要
な
観
点
」

と
し
て
、
①
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
、
②
林

業

の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
お
よ
び
③
林
産
物
の
供
給

及
び
利
用
の
確
保
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
①
に
関
し
て

「森
林
の
機
能
は
、
林
木
、
土
壌
、
多

種
多
様
な
生
物
な
ど
の
森
林
の
構
成
要
素
が
良
好
な
状
態

に
保
持
さ
れ
、
生
態
系
と
し
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
発
揮
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
、
生
物
多
様
性
や
森
林

生
態
系
を
明
記
し
た
点
で
評
価
で
き
る
。

た
だ
し
、
基
本
計
画
に
お
け
る

「森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
発
揮
に
関
す
る
目
標
」
の

「目
標

の
定
め
方
」

に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
内
容

が
問
題
視
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
①
森
林
の
機
能
区
分
に
関
連
し
て

「自
然
環

境
保
全
の
観
点
か
ら
、
貴
重
な
野
生
動
植
物

の
生
息

・
生

育

の
場
と
し
て
重
要
な
森
林

の
的
確

な
保
護

の
み
な
ら

ず
、
身
近
な
自
然
と
し
て
居
住
地
周
辺
の
里
山
林
等
の
森

林
の
保
全
及
び
整
備
に
対
す
る
要
請
が

一
層

の
高
ま
り
を

み
せ
て
い
る
」
と
の
記
述
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
言

及
し
た
点
で

一
応
の
評
価
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
記

述
は
、
「重
要
な
森
林
以
外
は
的
確
に
確
保
せ
ず
に
林
業
対

象
と
す
る
」
、
あ
る
い
は

「保
護
林
以
外
は
確
保
し
な
い
」

と
批
判
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
十
勝
東
部
森

林
管
理
署
で
行
わ
れ
た
保
護
林
の
隣
接
林
班
に
お
け
る
天

然
林
伐
採
は
、
「的
確
に
確
保
し
た
保
護
林
以
外
は
伐
採
す

る
」
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
上
記
の
記
述
に
即
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

も
う

一
つ
は
、
②
目
標
と
す
る
森
林
の
状
態
に
関
す
る

「な
お
、
す
べ
て
の
森
林
は
上
記
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
様
な
生
物
の
生
息

・
生
育
の
場
と
し
て
生
物
多
様
性
の

保
全
に
寄
与
し
、
…
…
」
と
の
記
述
は
、
森
林
の
機
能
類

型
区
分
す
べ
て
に
わ
た
り
生
物
多
様
性
保
全

の
重
要
性
を

指
摘
し
て
お
り
、
前
述
の
批
判
を
補
う
こ
と
か
ら
、
非
常

に
大
切
な
観
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
保
護
林
以

外
は
伐
採
可
能
と
判
断
し
た
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
に
は

ま

っ
た
く
届
い
て
い
な
い
の
で
、
今
す
ぐ
に
も
重
視
さ
れ

る
べ
き
観
点
で
あ
る
。実
際
に
は
、
上
記
の
記
述
を
悪
用
?

し
、
整
備
と
保
全
の
対
象
か
ら
生
物
多
様
性
を
外
し
た
北

海
道
の
例
が
あ
る
の
で
、
後
述
す
る
。

②
で
は
、
さ
ら
に

「…
…
森
林
施
業
の
実
施
に
当
た

っ

て
は
、
重
視
す
べ
き
機
能
以
外
の
機
能
の
発
揮
に
対
し
十

分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
記
述
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
述
は
、
森
林
施
業
の
実
施
が
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
他
機
能
の
発
揮
に
関
し
て

「十
分
配
慮
」
さ

れ
る
な
ら
ば
許
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
に
森
林
施
業
を
中
心

と
し
た
記
述
で
あ
る
と
批
判
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

既
に
、
森
林
施
業
の
伐
採
行
為
に
よ

っ
て
生
物
多
様
性
の

破
壊
が
生
じ
た
例
を
述

べ
た
よ
う
に
、
森
林
の
多
面
的
機

能
の
発
揮

に
お
い
て
、
機
能
間
で
相
反
す
る
事
態
が
生
じ

る
。
そ
の
際
、
森
林
施
業
を
主
と
し
て
お
き
他
機
能
を
「配

慮
」
す
る
だ
け
で
は
他
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
で
き
な
い

事
態
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
記
述
は
、
「相
反
す
る
機
能
間
の
調

整
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
」、
こ
れ
は
生
物
多
様
性
保
全
と

い
う

一
つ
の
機
能
の
発
揮
を
考
え
る
と
根
本
的
な
問

い
に

な
る
が
、
そ
の
点
を

「十
分
に
配
慮
」
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
機
能
問
の
調
整
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
北
海
道

森
林
管
理
局
段
階
に
お
い
て
よ
り
明
瞭
な
問
題
点
に
な

っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
有
林
野
に
関
す
る
大
き
な
問
題
点
は
、

森
林

・
林
業
基
本
政
策
研
究
会

(二
〇
〇
二
)
に
よ
る
基

本
計
画
に
お
け
る
林
産
物
供
給
の
解
説
に
お
い
て
、
「木
曽

ヒ
ノ
キ
や
ヒ
バ

(下
北
や
道
南

の
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
)
は

低
標
高
の
民
有
林
野
に
期
待
で
き
な
い
の
で
、
国
有
林
野

が
計
画
的
に
供
給
す
る
」
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
現
在
、
残
さ
れ
た
天
然
林
の
伐
採

に
結
果
す
る
重
大
な
記
述
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
や
ヒ
バ
に
関

す
る
長
期
的
計
画
は
、
本
来
、
そ
れ
ら
の
天
然
林
は
施
業

対
象
か
ら
除
外
し
、
資
源
の
循
環
利
用
林
に
お
け
る
人
工

林
施
業
に
任
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

話
を
戻
す
と
、
第
三
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局

(二
〇

〇
五
)
『渡
島
檜
山
国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
書
』
で

は
、
機
能
類
型
区
分
ご
と
の

「森
林
の
整
備
及
び
保
全
」

に
関
す
る
方
針
や
目
標
の
中
で
、
森
林
の
有
す
る
機
能
と

し
て
水
源
酒
養
、
山
地
災
害
防
止
機
能
、
生
活
環
境
保
全

機
能
、
保
健
文
化
機
能
そ
し
て
木
材
生
産
機
能
の
五
機
能

が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
視
さ
れ
る
森
林
の
類
型
区

分
ご
と
の
整
備
と
保
全
の
方
針
や
目
標
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
「
な
お
、
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
森

林
の
整
備
及
び
保
全
の
推
進
を
図
る
に
当
た

っ
て
は
、
全

て
の
森
林
が
多
様
な
生
物

の
生
息
地
又
は
生
育
地
と
し
て

生
物
多
様
性
の
保
全
に
寄
与
す
る
…
…
十
分
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
生
物

多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
、
整
備
及
び
保

全
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
単
に

「配
慮
」
の
対
象
と
し
て

別
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局
(二
〇
〇
五
)
『地
域
管
理

経
営
計
画
書

(渡
島
檜
山
森
林
計
画
区
)』
で
は
、
「管
理

経
営
の
基
本
的
考
え
方
」
と
し
て
、
「本
計
画
は
、
森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮

へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
と
り

わ
け
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
観

点
か
ら
地
球
的
規
模
で
森
林
を
持
続
的
に
利
用
管
理
す
る

と
い
う
認
識
が
急
速
に
広
ま
る
と
と
も
に
、
森
林
と
の
ふ

れ
あ

い
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
な
ど
、
森
林
に
対
す
る

国
民
の
要
請
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
」、①
国
土
の
保
全

そ
の
他
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
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図
る
、
②
林
産
物
を
持
続
的
か
つ
計
画
的
に
供
給
、
③
国

有
林
野
の
活
用
に
よ
り
そ
の
所
在
す
る
地
域
の
産
業
の
振

興
又
は
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
。
上
記
の
文
章
に
は
、
意
味
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
「森
林
の
利
用
管
理
が
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
物
多

様
性
保
全

の
観
点
か
ら

「持
続
的
利
用
管
理
」

の
認
識
が

生
じ
た
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
多
面
的

機
能
と
し
て
国
土
保
全
な
ど
と
同
列

に
扱
わ

れ
て
い
る

「生
物
多
様
性
保
全
」
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局

の
段
階
で

は
ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
基
本
法
に
謳
わ
れ
た

「森
林
の
多
面

的
機
能

・
公
益
的
機
能
の
重
視
」
は
、
本
稿
が
最
も
力
点

を
置
く

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
関
し
て
は
、
北
海
道

森
林
管
理
局
の
段
階
で
著
し
く
軽
視
あ
る
い
は
無
視
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
多
面
的
機
能
の
中

の
生
物
多

様
性
保
全
に
関
す
る
具
体
策
は
ま

っ
た
く
認
め
ら
れ
ず
、

明
ら
か
に
林
業
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

五

何
故
、
基
本
理
念
と
合
致
し
な

い
天
然

林
伐
採
が
進
行
す

る
の
か

(3
)
基
本
計

画
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と

森
林

・
林
業
基
本
計
画
は
、
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
か
ら

五
年
を
経
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
新
た
な
基
本
計
画
と

し
て
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
記
述
で
は
、
二
〇

〇

一
年
当
初
の
基
本
計
画
そ
れ
自
体
に
見
ら
れ
る
矛
盾
を

述
べ
る
。
二
〇
〇
六
年
基
本
計
画
で
は
、
数
値

を
除
い
て
、

そ
の
矛
盾
を
含
む
考
え
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
の
で
、
当
初
か
ら

一
貫
し
た
矛
盾
を
意
味
す

る
場
合
に

は
コ
メ
ン
ト
を
加
え
ず
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
場
合
に
の

み
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
一
)
基
本
計
画

の

「森
林

の
有

す
る
多

面
的
機
能

の
発
揮

に
関
す
る
目
標
」

に
お
け
る
矛
盾

(
一
の

一
)
望
ま
し
い
森
林
の
姿
と
そ
の
誘
導
の
考
え
方

標
記
に
関
す
る
記
述
は
、
森
林
施
業
の
内
容
を
非
常
に

曖
昧
に
表
現
し
、
基
本
計
画
の
中
で
最
も
批
判
さ
れ
る
べ

き
内
容
を
持

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
水
土
保
全
林
、
森
林
と
人
と
の
共
生
林
、

な
ら
び

に
資
源
の
循
環
利
用
林

の
機
能
類
型
区
分
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
約

一
三
〇
〇
万
診
、
約
五
五
〇
万
診
お
よ

び
約
六
六
〇
万
診
の
整
備
対
象
面
積
が
あ
る
こ
と
、
い
ず

れ
に
お
い
て
も
①
育
成
複
層
林
施
業
、
②
育
成
単
層
林
施

業
に
限
ら
ず
③
天
然
生
林
施
業
を
含
む
森
林
施
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

水
土
保
全
林
の
森
林
施
業
と
し
て
、
①
育
成
複
層
林
施

業
は
、
水
土
保
全
林
の
約
四
割
、
約
四
六
〇
万
診
を
対
象

に
し
て
、
針
葉
樹
単
層
林
で
は
抜
き
伐
り
、
植
栽
、
広
葉

樹
の
天
然
力
に
よ
る
導
入
な
ど
に
よ
り
、
天
然
生
林
で
は

一
部
植
栽
や
本
数
調
整
な
ど
に
よ
り
、
両
者
と
も
育
成
複

層
林
に
誘
導
す
る
こ
と
、
②
育
成
単
層
林
施
業
は
、
傾
斜

が
比
較
的
緩
や
か
で
高
い
生
長
量
を
有
す
る
針
葉
樹
単
層

林
で
は
間
伐
な
ど
を
実
施
し
、
伐
採
年
齢
の
長
期
化
を
図

る
こ
と
、
植
裁
が
必
要
な
未
立
木
地
や
荒
廃
林
地
で
も
単

層
林
と
し
て
整
備
し
長
期
的
に
は
複
層
林
に
誘
導
す
る
こ

と
、
こ
れ
ら
の
施
業
を
水
土
保
全
林
の
約
二
割
を
対
象
と

し
、
お
お
む
ね
五
〇
年
後
を
目
途
に
天
然
生
林
か
ら
育
成

単
層
林
施
業
に
四
〇
万
診
を
誘
導
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
③

天
然
生
林
施
業
は
、
主
と
し
て
天
然
力
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
水
源
酒
養
機
能
の
発
揮
が
確
保
さ
れ
る
森
林

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
補
助
や
植
裁
を
す
る

な
ど
適
切
に
保
全
管
理
す
る
こ
と
、
そ
の
施
業
は
水
土
保

全
林
の
約
四
割
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

森
林
と
人
と
の
共
生
林
に
お
け
る
森
林
施
業
は
、
①
育

成
複
層
林
に

一
七
〇
万
診
を
誘
導
す
る
こ
と
、
②
育
成
単

層
林
施
業
は
森
林
と
人
と
の
共
生
林
の

一
割
に
満
た
な
い

地
域
で
行
う
こ
と
、
③
天
然
生
林
施
業
は

「原
生
的
な
自

然
や
自
然
環
境
の
保
全
上
重
要
な
野
生
動
植
物
の
生
息

・

生
育
で
あ
る
森
林
を
は
じ
め
、
優
れ
た
自
然
や
景
観
を
構

成
す
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
自
然

の
推
移
に
委
ね
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
植
生
の
復
元
を
図
る
な
ど
適

切
に
保
全
管
理
す
る
。
こ
の
施
業
は
、
森
林
と
人
と
の
共

生
林
の
約
六
割
を
対
象
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、資
源
の
循
環
利
用
林
に
お
け
る
森
林
施
業
は
、

①
育
成
複
層
林
と
②
育
成
単
層
林
施
業
の
ほ
か
に
③
天
然

生
林
施
業
も
含
む
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
天
然
生

林
施
業
に
関
し
て
は

「尾
根
筋
や
沢
筋
な
ど
上
記
の
森
林

(針
葉
樹
単
層
林
な
ど
人
工
林
を
意
味
す
る
)
の
周
辺
に
位

置
し
、
主
と
し
て
天
然
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
全
な
状
態
が
維
持
さ
れ
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
更
新
補
助
や
植
裁
を
す
る
な
ど
適
切
に
保
全
管
理

す
る
。
こ
の
施
業
は
、
資
源
の
循
環
利
用
林
の
約
四
割
を

対
象
と
す
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

以
上
の
記
述
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
が
問
題
視
さ
れ

る
。
第

一
に
、
上
記
は
重
要
な
記
述
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
林
学

・
森
林
科
学
上
の
用
語
使
用
に
大
き
な
間
違

い
が
あ
る
た
め
、
内
容
が
不
明
確

に
な
っ
て
い
る
。

林
野
庁
が
編
集
協
力
し
た

『森
林

・林
業
・
木
材
辞
典
」

(同
編
集
委
昌
ハ会
編

一
九
九
三
)
に
よ
る
と
、
①
単
層
林
施

業
は

「森
林
を
構
成
す
る
林
木
の

一
定
の
ま
と
ま
り
を

一

度
に
全
部
伐
採
し
、
人
工
更
新
に
よ
り
森
林
を
造
成
す
る

施
業
」
、
ま
た
②
複
層
林
施
業
は
「原
則
と
し
て
人
工
更
新

に
よ
り
造
成
し
た
森
林
に
お
い
て
、
森
林
の
構
成
す
る
林

木
を
部
分
的
に
伐
採
し
、
人
工
更
新
に
よ
り
複
数
の
樹
冠

層
を
有
す
る
森
林
を
造
成
す
る
施
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、
前
者
の
単
層
林
施
業
が
、
植
栽
、
保
育
、
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伐
採
と
い
う
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
時
期
に
行
う
、
後
者

の
複
層
林
施
業
が
、
植
栽
後
、
部
分
的
伐
採
、
再
植
栽
な

ど
の
作
業
に
よ
っ
て
複
数
の
樹
冠
を
造
成
し

て
継
続
的
伐

採
を
考
え
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
後
者
に
は
さ
ら
に
周

辺
に
自
生
す
る
広
葉
樹
な
ど
の
自
然
な
進
入

に
よ
っ
て
針

広
混
交
林
に
誘
導
す
る
方
法
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
育
成
林
施
業
は
、

対
象
と
す
る
森
林
を

「人
工
林
」
と
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

他
方
、
太
田
ほ
か

(
一
九
九
六
)
『森
林
の
百
科
事
典
』

に
よ
る
と
、
国
有
林
野
の
「
天
然
林
」
は
、
天
然
下
種

(自

然
に
落
下
し
た
種
子
の
芽
生
え
)
に
よ

っ
て
更
新
す
る
森

林
で
あ
り
、
人
為
的
に
植
栽
さ
れ
た
樹
種
に
よ
っ
て
更
新

が
図
ら
れ
る

「人
工
林
」
と
便
宜
的
に
区
分
さ
れ
る
。
「天

然
林
」
は
、
「人
工
林
」
と
対
立
さ
せ
た
森
林

の
総
称
と
し

て
、
植
生
生
態
学
的
に
見
た
原
生
林

(過
去

に
人
為
の
影

響
が
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
森
林
、
原
始
林
と
も

い
う
)、
自

然
林

(人
為
の
影
響
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
が
、
自
然

の
姿
が
残
さ
れ
た
森
林
、
天
然
林
と
も
い
う
)

お
よ
び
二

次
林

(人
為
の
影
響
後
に
放
置
さ
れ
、
自
然
林

に
回
復
途

上
の
森
林
)
を
含
ん
で
い
る
。
国
有
林
野
の
天
然
林
は
さ

ら
に
、
カ
ン
パ
属
が
優
占
し
た
二
次
林
か
ら
あ

る
程
度
遷

移
し
て
自
然
林
に
近
づ
い
た

「天
然
生
林
」
や
、
積
極
的

に
人
為
の
影
響
を
加
え
て
自
然
林
の
姿
に
近
づ
け
よ
う
と

し
た

「育
成
天
然
林
」
ま
で
含
ん
で
お
り
、
植
生
生
態
学

的
な
自
然
林

(天
然
林
)
よ
り
広
い
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
「天
然
生
林
」
は
、
前
記
文
献

に
よ
る
と

「伐
採
や
山
火
事
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
森
林

が
失
わ
れ

た
後
に
自
然
に
再
生
し
た
森
林
」、
す
な
わ
ち
植
生
生
態
学

的
な
二
次
林
を
意
味
す
る
。

し
た
が

っ
て
、
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た

「天
然
生
林
施

業
」
は
二
次
林
だ
け
を
対
象
と
す
る
と
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
他
方
、
上
記
文
献
を
含
む
各
種
の
文
献
に
は
、

「天
然
生
林
施
業
」
と
い
う
表
現
は
ま

っ
た
く
認
め
ら
れ
ず

「生
」
を
抜
い
た

「天
然
林
施
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
林
業
上
の
広
義
の
天
然
林
を
対
象
と
し
た
森
林
施

業
で
あ
る
の
で
、
天
然
生
林

・
二
次
林
だ
け
で
は
な
く
、

天
然
林

(自
然
林
、
広
義
に
は
天
然
生
林
や
原
生
林
を
含

む
)
や
原
生
林

・
原
始
林
ま
で
対
象
と
す
る
。
し
た
が

っ

て
、
現
在
、
進
行
中
の
国
有
林
野
に
お
け
る
天
然
林
伐
採
・

天
然
林
施
業
は
、
「天
然
生
林
施
業
」
を
二
次
林
だ
け
を
対

象
と
す
る
と
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
基
本
計
画
に
ま
っ
た
く

合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
関
し
て
、
『林
業
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
(林
野

庁
監
修
二
〇
〇

]
)
は
、
基
本
計
画
で
用
い
ら
れ
た
育
成

単
層
林
、
育
成
複
層
林
お
よ
び
天
然
生
林
と
い
う
用
語
に

つ
い
て
、
前
者
二
つ
を
含
む
育
成
林
は
人
工
林
の
ほ
か
に

保
育
を
加
え
た
森
林
を
意
味
し
、
天
然
生
林
は
育
成
林
に

入
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
用
語
で
あ
る
の
で
、
天
然
生
林

の
使
用
の
際
に
は
本
来
、
「天
然
林
」が
用
い
ら
れ
る
べ
き

で
あ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
然
生
林
施
業

の
使
用
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
基
本
計
画
に
お
い
て
も

何
ら
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
段
階
か
ら

天
然
生
林
を

「天
然
林
」
に
修
正
し
て
記
述
す
る
。

第
二
に
、
基
本
計
画
で
は
、

い
ず
れ
の
機
能
類
型
区
分

に
お
い
て
も
多
様
に
人
手
を
加
え
る
森
林
施
業
、
と
く
に

③
天
然
林
施
業
が
行
わ
れ
る
と
記
述
さ
れ
、
大
き
な
問
題

点
と
考
え
る
。
と
く
に
新
設
さ
れ
た
水
源
酒
養
タ
イ
プ
を

含
み
最
大
面
積
を
有
す
る
水
土
保
全
林
に
お
い
て
、
「更
新

補
助
や
植
裁
な
ど
を
行
う
天
然
林
施
業
の
ほ
か
に
、
天
然

林
を
人
工
林
方
向
に
向
け
る
育
成
複
層
林
に
誘
導
す
る
施

業
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
は

「天
然

林
伐
採
」
が
直
接
的
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
の

「天
然
林
伐
採
」
は
、
上
記
の
記
述
に
よ
っ
て
進
行
し
た
と

思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
資
源
の
循
環
利
用
林
の

「保
護
樹
帯
」
に
お

け
る
天
然
林
施
業
が
問
題
視
さ
れ
る
。
か
つ
て
拡
大
造
林

時
代
に
盛
ん
に
天
然
林
を
伐
採
し
て
カ
ラ
マ
ツ
や
ド
ト
マ

ツ
な
ど
の
人
工
林

(針
葉
樹
単
層
林
)
を
大
規
模
に
造
林

し
て
き
た
が
、
そ
の
弊
害
に
対
す
る
反
省
に
基
づ
い
て
、

そ
の
後
の
七
〇
年
代
、
人
工
林
を
取
り
巻
く
尾
根
筋
や
沢

筋
の
森
林
は
土
砂
流
出
や
人
工
林
の
風
倒
な
ど
を
防
ぐ
た

め
に

「保
護
樹
帯
」
が
設
け
ら
れ
保
護
さ
れ
て
き
た
。
基

本
計
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
保
護
樹
帯
に
関
し
て

「健
全

な
状
態
が
維
持
さ
れ
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
更
新
補
助
や
植
裁
を
す
る
な
ど
適
切

に
保
全
管
理
す

る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「天
然
林
伐
採
」

の
表
現
は

一
切
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
と
照
合
す
る

と

「更
新
補
助
の
た
め
に
伐
採

(択
伐
)
が
可
能
」
と
読

み
取
ら
れ
、
実
際
に
は

「適
切
な
保
全
管
理
」
が
行
わ
れ

な
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

(
一
の
二
)
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
関
す

る
目
標

前
項
で
問
題
視
し
た
内
容
は
、
表
2
に
旦
ハ体
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
表
2
は
、
三
つ
の
機
能
類
型
区
分
ご
と
に
三

つ
の
施
業
方
法
、
す
な
わ
ち
①
育
成
単
層
林
、
②
育
成
複

層
林
お
よ
び
③
天
然
林
の
施
業
を
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成

一
二
年
段
階
の
実
態
、
目
標
と
す
る
平
成
二
二
年
と

三
二
年
の
段
階
、
そ
し
て
指
向
す
る
森
林
の
状
態
ご
と
に
、

施
業
面
積
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
基
本
計
画
で
は
、

平
成

一
七
年
段
階
の
実
態
、
目
標
と
す
る
平
成
二
七
年
と

三
七
年
段
階
の
目
標
数
値
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
い
ず
れ
の
機
能
類
型
区
分
で
も
①
育
成
単

層
林
を
縮
小
し
②
育
成
複
層
林
を
拡
大
す
る
方
向
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
工
林
施
業
に
な
る
が
、
人
工

林
の
有
す
る
災
害
に
弱
い
欠
点
な
ど
を
複
層
林
化
に
よ
っ
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て
解
消
し
よ
う
と
す
る
点
、
す
な
わ
ち
人
工
林

を
天
然
林

に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
施
業
は
、
基
本
的
に
肯
定
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
表
2
は
、
以
下
の
二
つ
を
目
標
と
す
る
こ
と

を
唐
突
に
表
示
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
解
説
文
章
は
ま
こ

と
に
曖
昧
で
あ
る
が
、
非
常
に
大
き
な
問
題
を
含
む
と
考

え
て
い
る
。

第

一
の
問
題
は
、

い
ず
れ
の
機
能
類
型
区
分

に
お
い
て

も
天
然
林
の
面
積
減
少
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
の
目
標
が
現
状
の

「
天
然
林
伐
採
」

を
肯
定
す
る
基
礎

に
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
、
表
2
は
、
国
有
林
野
だ
け
で
は
な
く
他
の

公
有
林
や
民
有
林
を
対
象
と
し
た
目
標
で
あ
る
の
で
、
表

示
さ
れ
た
天
然
林
の
面
積
減
少
が
本
稿
で
論
じ
る
国
有
林

野
の

「天
然
林
伐
採
」
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
別

途
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

逆
に
、
表
2
は
、
国
有
林
、
公
有
林
、
そ
し
て
民
有
林

一
括
し
て
表
示
し
て
い
る
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
定

め
て
い
な
い
欠
陥
が
あ
る
。
国
民
の
た
め
に
公
益
的
機

能

・
多
面
的
機
能
の
十
分
な
発
揮
を
目
標
と
す
る
こ
と
が

容
易
な
国
有
林
や
公
有
林
と
、
私
的
な
利
潤
追
求
を
目
標

と
す
る
民
有
林
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
を
考
え
る
と
、
表
2
は
、
非
常
に
曖
昧
な
表
現
に
終

わ

っ
て
い
る
。

第
二
の
問
題
は
、
目
標
年
度
ご
と
に
算
出
さ
れ
た
、
森

林
の
総
蓄
積
と
診
当
た
り
の
蓄
積
で
あ
る
。
森
林

の
総
蓄

積
は
、
単
位
を
百
万
診
と
し
て
、

一
〇
年
お
き

の
目
標
年

度
で
三
九
三
〇
、
四
四

一
〇
、
四
七
三
〇
と
増
加
し
、
診

当
た
り
蓄
積
が
単
位
を
立
方
層
と
し
て
、
同
じ
順
序
で

一

五
六
、

一
七
六
、

一
八
八
と
増
加
す
る
と
い
う
。
ち
な
み

に
、
二
〇
〇
六
年
基
本
計
画
で
は

一
〇
年
お
き

の
目
標
年

度
で
総
蓄
積
四
三
四
〇
、
四
九
二
〇
、
五
三
〇
〇
と
増
加

し
、
診
当
た
り
蓄
積
が
単
位
を
立
方
層

と
し
て
、
同
じ
順
序
で

一
七
三
、

一
九

六
、
二

一
一
と
増
加
す
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
算
出
は
、非
常
に
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
現
在
蓄
積
増
加
中
と
言
わ
れ

る
人
工
林
と
、
既
述
の
よ
う
に
蓄
積
増

加
が
そ
れ
ほ
ど
大
き

い
も

の
で
は
な

く
、
あ
る
い
は
期
待
で
き
な
い
天
然
林

を

一
括
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

態
を
示
さ
な
い
点
で
問
題
と
な
る
。
次

に
、
本
稿
の
引
用
文
献
に
挙
げ
た
種
々

の
文
献
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
蓄

積
算
出
の
問
題
点
が
あ
る
。
既
述
の
よ

う
に
、
天
然
林
施
業
の
択
伐
に
お
い
て

「優
良
木
、
高
価
な
大
径
木
」
を
選
木
す

る
た
め
、
「森
林
の
蓄
積
が
小
径
木
の
増

加
に
よ

っ
て
増
加
し
た
と
し
て
も
、
伐

採
対
象
と
な
る
良
木
、
伐
採
対
象
木
が

激
減
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
反
省
、
国

有
林
野
の
天
然
林
に
お
け
る
択
伐
が
持

続
的
で
な
か

っ
た
と
い
う
反
省
が
あ

っ

た
。
以
L⊥
は
、
正
に
、

続
的
林
業
経
営
」

明
確
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

森林 の有する多面的機能 の発揮に関する目標表2

目標 とす る森林 の状態 (参考)

区 分 指向する
平成12年 平成22年 平成32年 森林の状態

水 土 保 全 林
育 成 単 層 林 580 570 550 210

育 成 複 層 林 50 80 130 510

天 然 生 林 670 650 630 590

森林 と人 との共生林

育 成 単 層 林 !60 150 140 20

育 成 複 層 林 10 30 40 180

天 然 生 林 380 370 360 350

資源の循環利用林
育 成 単 層 林 300 300 290 210

育 成 複 層 林 20 40 60 180

天 然 生 林 340 330 320 260

総 森 林 面 積(万ha)

育 成 単 層 林 1,030 1,020 970 440

育 成 複 層 林 90 ユ40 230 870

天 然 生 林 1,390 1,350 !,310 1,200

合 計 2,510 2,510 2,510 2,510

総 蓄 積(百 万m3) 3,930 4,410 4,730 5,080

ha当 た り蓄 積(m3) 156 176 188 202

総 成 長 量(百 万m3) 89 80 69 58

ha当 た り成長 量(m3) 3.5 3.2 2.7 2.3

「林
業
」
に
関
す
る
基
本
理
念
の
「持

に
当
た
る
部
分
で
あ
り
、
林
野
行
政
が

表
2
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、「森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
関
す
る
目
標
」
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

国
有
林
野
に
お
い
て
天
然
林
を
伐
採
す
る
こ
と
を
「暗
に
」

示
す
と
こ
ろ
に
大
き
な
疑
念
が
生
じ
る
。

(
二
)
北
海
道
森
林
管
理
局
の
森
林
計
画

前
項
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
機
能
類
型
区
分
で
も
天
然

林
の
面
積
減
少
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
国
有
林
野

の

「天
然
林
伐
採
」
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
、
別
の
吟
味

が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
、
北
海
道
森
林
管
理
局
計
画
課
編

(二

〇
〇
五
)
『渡
島
檜
山
国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
書

(渡
島
檜
山
森
林
計
画
区
ご

で
は
、
森
林
整
備
の
区
分
別

対
象
面
積
と
し
て
、
水
土
保
全
林
約
二
〇
万
診
(七
八
%
)
、

森
林
と
人
と
の
共
生
林
約
四
万
六
千
診
(
一
八
%
)、
資
源

の
循
環
利
用
林
約

一
万
診
(四
%
)、
合
計
面
積
約
二
五
万

六
千
診
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
で
は
、
大
面
積

の
水
土
保
全
林

に
お
け
る
整
備
と
し
て
、
育
成
複
層
林
施

業
や
天
然
林
施
業
を
行
う
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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し
た
が

っ
て
、
前
項
で
懸
念
し
た
国
有
林

野
の
公
益
林

に
お
け
る
天
然
林
施
業
は
、
北
海
道
の
国
有
林
野
の
段
階

で
明
確
に
計
画
さ
れ
、
明
確
に
大
規
模
に
実
行

さ
れ
て
い

る
。
前
項
で

「暗
に
」
問
題
視
さ
れ
た
基
本
計
画
の
問
題

点
は
、
北
海
道
国
有
林
野
に
お
け
る

「明
確
な
問
題
」
に

な

っ
て
い
る
。

国
有
林
野
の
主
に
低
標
高
地
に
あ
る
人
工
林

・
資
源
の

循
環
利
用
林
に
お
い
て
、
木
材
生
産
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、

木
材
生
産
を
持
続
さ
せ
る
人
工
林
の
複
層
林

(天
然
林
)

化
な
ど
の
施
業
は
、
肯
定
で
き
る
林
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
上
述
の
北
海
道
森
林
管
理
局
に
よ
る
森
林
計
画
で
は
、

そ
の
よ
う
な
人
工
林
施
業

(資
源
の
循
環
利
用
林
に
お
け

る
森
林
施
業
)
が
非
常
に
少
な
く
、
森
林
施
業

の
多
く
が

公
益
林
の
天
然
林
を
対
象
と
す
る
点
が
大
き
な
問
題
と
な

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
「木
材
生
産
」
よ
り
も

「公
益
的
機

能

・
多
面
的
機
能
重
視
」
と
し
た
基
本
理
念
は
、
実
質
的

に
は
、
基
本
計
画
段
階
で
崩
さ
れ
始
め
、
各
地

の
現
場
に

お
い
て
大
き
な
矛
盾
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
。

六

何
故
、
基
本
理
念

と
合
致
し
な

い
天
然

林
伐
採
が
進
行
す

る
の
か

(
4
)
既
存
の

林
学

・
森
林
科
学
に
お
け
る
成
果
や
過
去

の
反
省
を
顧
み
な

い
こ
と

天
然
林
伐
採
の
問
題
は
、
本
稿
で
問
題
視
す
る
伐
採
地

の
選
定
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
論

じ
る
と
、

森
林
施
業
方
法
に
お
け
る
過
去
の
正

・
負
の
遺
産
が
と
も

に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「森
林
の
多
面
的
機
能
重
視
」
と

「持
続
的
林
業
経
営
」
と

い
う
新
し
い
基
本
理
念
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
れ
ら
の

実
効
あ
る
実
行
の
た
め
に
、
こ
こ
に
、
既
存
の
研
究
成
果

や
過
去
の
施
策
に
関
す
る
反
省
を
整
理
し
て
お
く
。

(
一
)
ブ
ナ
天
然
林
施
業

に
つ
い
て

林
野
庁
林
業
講
習
所
北
海
道
支
所
監
修

(
一
九
七
七
)

『北
海
道
の
森
林
施
業
の
要
点
』
に
は
、
「道
南
の
ブ
ナ
天

然
林
の
扱

い
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
大

切
と
思
わ
れ
る
観
点
は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
、
①
ブ
ナ

林
と
し
て
永
続
さ
せ
る
所

(例
え
ば
急
斜
地
、
崩
壊
地
な

ど
林
地
保
全
上
必
要
な
林
分

"
天
然
林
そ
の
ま
ま
の
保
全

を
意
味
す
る
)、②
ブ
ナ
林
と
し
て
循
環
さ
せ
た
方
が
よ
い

所

(例
え
ば
形
質
良
好
な
林
木
の
多

い
林
分
、
更
新
良
好

な
林
分
、
サ
サ
の
な

い
林
分

"
育
成
天
然
林
を
意
味
す

る
)、
お
よ
び
③
ブ
ナ
林
で
な
く
て
良
い
林
分
(前
二
者
以

外
の
林
分

日
人
工
林
な
ど
に
変
更
可
能
と
す
る
)
の
三
つ

に
仕
分
け
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

檜
山
森
林
管
理
署
の
場
合
、
上
記
の
観
点
に
従
う
と
、

問
題
の
伐
採
地
は
、
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
の
尾
根
周
辺

に
あ
り
、
比
較
的
緩
傾
斜
の
平
尾
根
か
ら
す
ぐ
下
方
の
急

傾
斜
地
ま
で
わ
た
る
の
で
、
①
ブ
ナ
林
と
し
て
永
続
さ
せ

る
所
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
林
床
の
チ
シ
マ
ザ
サ
は
桿
高

二
五
〇
短
ン諸
を
超
え
て
密
生
し
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う

に
更
新
が
良
好
で
な
い
の
で
、
②
ブ
ナ
林
と
し
て
循
環
さ

せ
た
方
が
よ
い
所
に
は
該
当
し
な
い
。
た
だ
し
、
上
記
文

献
で
は
、
②
と
仕
分
け
し
た
と
こ
ろ
で
、
サ
サ
の
密
な
所

で
は
ま
ず
サ
サ
を
な
く
す
る
方
法
を
講
じ
る
か
、
あ
る
い

は
樹
下
植
栽
を
行
う
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
該
地
で
は
、
①

へ
の
仕
分
け
が
最
も
優
先
さ
れ
る
。

北
方
林
業
会
編
(
一
九
八
三
)
『北
海
道
林
業
技
術
者
必

携
下
巻
』
も
ま
た
、

一
項
を
設
け
て

「ブ
ナ
林
施
業
」
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
サ
サ
の
高
い
桿
高

と
密
生
が
ブ
ナ
稚
樹
の
生
育
に
否
定
的
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

檜
山
森
林
管
理
署
の
伐
採
地
は
、
道
有
林
と
の
境
界
と

な
る
山
稜
の
東
側
、
多
雪
山
地
に
お
け
る
東
斜
面
上
部
に

位
置
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
は
と
り
わ
け
多
雪
に
な

る
。
他
方
、
チ
シ
マ
ザ
サ
の
桿
高
は
積
雪
深
と
良
く
対
応

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
伐
採

地
は
、
と
り
わ
け
の
多
雪
環
境
下
で
チ
シ
マ
ザ
サ
が
高

い

桿
高
で
密
生
し
た
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
ブ
ナ
稚

樹
の
生
育
が
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
場
所
と
判
断
さ
れ

る
。実

際
、
こ
の
伐
採
地
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
調
査
時
に

ブ
ナ
の
若
木
が
散
在
す
る
が
稚
樹
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ブ
ナ
の
開
花

・
結
実
に
は
周
期
的

な

「な
り
年
」
が
あ
る
た
め
、
上
記
を
断
言
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
他
方
、
同
様
の
環
境
下
に
あ
る
隣
接
林
班
の

ブ
ナ
天
然
林
は
、
前
述
の
②

に
仕
分
け
さ
れ
、
ま
だ
林
冠
・

高
木
層
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
な
い
段
階
に
あ
る
が
、
②

の
方
法
の

「サ
サ
の
掻
き
起
こ
し

(サ
サ
の
根
茎
ま
で
取

り
除
く
)
と
ブ
ナ
な
ど
の
林
床
植
栽
」
が
大
規
模
に
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
②

へ
の
仕
分
け
は
、
問
題
の
林
班
と
ほ

ぼ
同
様
な
環
境
下
に
あ
る
の
で
根
本
的
な
間
違
い
と
考
え

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
隣
接
林
班
の
施
業
は
、
当
該

伐
採
地
で
は
ブ
ナ
稚
樹
が
余
り
生
育
で
き
な
い
こ
と
を
間

接
的
に
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
「後
継
樹
を
育
成
し

森
林
の
更
新
を
図
る
た
め
に
老
齢
過
熟
木
を
伐
採
す
る
」

と
い
う
森
林
管
理
署
の
現
地
説
明
は
、
本
当
に
天
然
更
新

を
期
待
し
た
の
か
、
極
め
て
疑
わ
し
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
、
伐
採
し
な
い
ま
ま
①
ブ
ナ
林
と

し
て
永
続
さ
せ
る
べ
き
所
に
お
い
て
、
最
初
か
ら
②
ブ
ナ

林
と
し
て
循
環
さ
せ
た
方
が
よ
い
所
と
決
め
、
あ
く
ま
で

も
伐
採

・
木
材
生
産
の
た
め
に

「天
然
更
新
」
や

「そ
の

後
の
植
裁
」
を
言
い
訳
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み

に
、
二
〇
〇
六
年
秋
、
檜
山
森
林
管
理
署
で
は
表
土
が
失
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わ
れ
た
作
業
道
な
ど
に
ブ
ナ
の
植
裁
を
行

っ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
前
記
の

『北
海
道
林
業
技
術
者
必
携
下
巻
』

で
は
、
ブ
ナ
の
種
子
は
、
樹
木
か
ら
五
麿
の
範
囲
に
散
布

さ
れ
る
た
め
、
天
然
更
新
を
考
え
た
ブ
ナ
林
伐
採
で
は
、

残
す
本
数
を
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
指
摘
か
ら
も
、
問

題
の
伐
採
地

で
は

「皆
伐
に
近

い
状
態
ま
で
伐
採
」
し
な

が
ら
本
当

に
天
然
更
新
を
期
待
し
た
の
か
、
大
き
な
疑
問

が
生
じ
る
。

(
二
)
天
然
林
施
業

に
お
け
る
伐
採
率

と
森
林

の
劣

化

本
項
で
は
、
伐
採
率
と
伐
採
対
象
地
の
関
係

に
つ
い
て

述
べ
る
。
檜
山
森
林
管
理
署
に
お
け
る
伐
採
は
、
既
述
の

よ
う
に
、
特
定
面
積
を
集
中
的
に
対
象
と
し
て
伐
採
し
、

保
安
林
に
お
け
る
上
限
伐
採
率
を
は
る
か
に
超

え
た

「皆

伐
」
に
近
い
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
伐
採
率

を
林
班
ま
た
は
林
小
班
の
全
体
に
対
す
る
割
合

と
し
な
が

ら
、
伐
採
と
集
材
の
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
と
推
測
さ

れ
る
が
、
対
象
林
班
の
特
定
の
面
積
に
集
中
し
た
伐
採
が

行
わ
れ
た
。

渡
邊

二

九
九
七
)
は
、
「伐
採
木
を
選
ぶ
段
階
で
の
伐

採
率
の
違

い
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
五
ヶ
年

の
問
に
森
林

が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
た
ど
る
か
」
を
追
跡
し
、
伐
採
率

が
高
い
ほ
ど
周
り
の
樹
木
の
損
害
比
率

(伐
採
支
障
木
被

害
率
)
が
高
く
な
り
、
伐
採
二
年
後
に
は
五
%
程
度
の
虫

害
や
風
害
が
生
じ
、
選
木
段
階
の
伐
採
率
と
伐
採
五
年
後

の
伐
採
率
相
当
の
関
係
は
顕
著
に
異
な
る
と
い
う
結
果
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
詳
細
は
、
選
木
段
階
の
伐
採
率
と

五
年
後
の
伐
採
率
相
当
が
そ
れ
ぞ
れ
、
二
五
%
は
三
四
%

相
当
、
三
〇
%
は
四
二
%
相
当
、
四
〇
%
は
六
五
%
相
当
、

六
〇
%
は
九
〇
%
相
当
で
あ
っ
た
。
渡
邊
は
、
計
画
段
階

に
高

い
伐
採
率
に
す
る
と
森
林
内
容
が
極
端
に
劣
化
す
る

こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
同
書
で
は
、
別
途
、
林
分
施

業
法
の
記
述
に
お
い
て
、
林
班
で
は
な
く
個
々
の
林
分
(旦
ハ

体
的
な
場
所
の
森
林
)
に
お
け
る
伐
採
率
を

一
三
～

一

七
%
に
抑
え
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

当
会
が
檜
山
の
保
安
林
伐
採
に
お
い
て
予
定
林
班
を
越

境
し
た
違
法
性
を
指
摘
し
た
後
、
檜
山
森
林
管
理
署
の
蓄

積
調
査
、
そ
し
て
北
海
道
森
林
管
理
局
に
よ
る
別
の
蓄
積

調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
で
は
、
前
者
の
報

告
か
ら
後
者
ま
で
伐
採
率
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
保
安
林
に
お
け
る
伐
採
率
上
限
の
三
〇
%
以
内
で

あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
伐
採
率
は
、

伐
採
区
域

(林
班

・
林
小
班
)
の
面
積
に
対
す
る
割
合
で

あ

っ
た
。

私
た
ち
の
調
査
で
は
、
旦
ハ体
的
な
林
分
と
し
て
の
伐
採

率
を
見
た
結
果
、
五
〇
%
か
ら
皆
伐
ま
で
の
高
い
伐
採
率

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
伐
採
地
は
、

渡
邊
の
指
摘
に
従
う
と
、
五
年
後
に
は
ほ
と
ん
ど
皆
伐
相

当

(最
初
か
ら
皆
伐
し
た
の
と
同
様
)
に
な
る
と
予
測
さ

れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
前
記
の
渡
邊
は
、
さ
ら
に
以
下
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
「事
業
実
行
者

は
生
産
性
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
蓄
積
が
集
中
し
た
林
道

に
近
い
林
分
で
伐
採

(択
伐
)
す
る
た
め
、
伐
採
区
域
全

体
の
伐
採
率
が
三
〇
%
で
あ

っ
て
も
、
生
産
性
の
高
い
林

分
と
し
て
六
〇
%
に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
で

は
後
継
樹
が
再
生
さ
れ
ず
、
森
林
状
態
が
劣
化
す
る
」
と

の
指
摘
で
あ
る
。

檜
山
森
林
管
理
署
に
お
け
る
伐
採
は
、
こ
の
地
域
の
伐

採
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
考
え
て
も
、
伐
採

方
法
が
森
林
の
大
き
な
劣
化
を
招
く
点
で
、
別
の
大
き
な

問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
三

)

天

然

林

施

業

に

お

け

る

「
択

伐

」
と

「
選

伐

」
、

そ

し

て

森

林

の

劣

化

天
然

林

施

業

に

お
け

る

「
択

伐

」

は
、

本
来

、

持
続

的

な
木

材

利

用

を

目
指

し

、
樹

木

の
生

長

・成

熟

の
回
帰

年

、

蓄

積

、

そ
し

て
伐

採

率

を

計

算

し

な

が
ら

、
科

学

的
根

拠

を

も

っ
て
繰

り
返

さ
れ

る

と

い
わ

れ

る
。
そ
う

し

た
中

で
、

成

熟

の
回

帰

年

な
ど

が

相

当

の
精

度

で
計

算

・
予

測

さ

れ

る

人

工
林

と
比
較

し

て
、

天

然

林

に

お

け
る
有

用

木

の
蓄

積

が
期

待

ほ
ど
増

加

し

な

い
と

い
う

反
省

点

が
従

来

か
ら

指

摘

さ

れ

て
き

た
。

例

え

ば

、

林

野
庁

林

業
講

習

所
北

海

道

支

所

監

修

(
一
九

七
七

)
『
北

海

道

の
森
林

施

業

の
要

点

』

で

は
、

広

葉

樹
林

の
択

伐

に
関

し

て

「
択

伐
林

型

を

こ

わ

す

こ

と

な
く

、

あ

る

い
は

一
定

量

の
利

用

が
永

久

に
続

く

よ
う

に
、

と

い
う

シ
ビ

ア

な

意

味

で

あ

れ
ば
、

不

可
能

に

近

い
と
言

わ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
」
と

指
摘

さ

れ

て

い

る
。

俵

(
一
九

八

七
)

は

、

知

床

半
島

に

お

い
て
択

伐
対

象

を
選

ぶ
選

木

に
関

し

て
、

北

見

営
林

支

局

計
画

課

(
一
九

八

六
)

に
よ

る

「
老

齢

過

熟

木

を

対
象

と
し
、

木

材

と

し

て

の
利

用

価

値

も
考

慮

し

て
選

木

」
と

の
説

明

に
対

し

て
、

「
形

質

不

良
木

へ
の
言

及

が

な

い
」
問
題

点

を
指

摘

し

て

い

る
。

ま

た
、

俵

(
一
九

八

七

)

は
佐

藤

(
一
九

八
六
)

の

シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム
発

言

を

引

用

し

て

い
る
。
す
な

わ

ち
、
「
口

本

で

は
択

伐
技

術

の
伝

統

が

浅

い
の

で
、

本
来

は

明
確

に

区

別

さ

れ

る

べ

き

ω
Φ
一Φ
∩
鉱
○
コ

∩
暮
δ
ぎ
ひq
と

ω
Φ
冨
o
口
く
①

〇
三
菖
コ
ひq
が
混

同

さ

れ
が

ち

で
あ

る
。
Oo
①
一①
∩
鉱
o
コ
o
昇
鉱
コ
ひq

(択

伐
林

型

を
し

た

天
然

林

の
適

正

な

抜

き
伐

り
)
は
集

約

的

に

た
え

ず

人
手

を

加

え

る

必
要

が
あ

る

の
で
、
林

道

が

不

可

欠

で
あ

る
。

林

道

を

つ
け

な

い
で

ヘ
リ

コ
プ

タ

ー
集

材

を

行

う

こ

と

は
後

日

の

手

入

れ

が

で

き

な

い

の

で
、

ω
Φ
一Φ
∩
怠
く
①
2

什叶
ぎ
ひq
(優

良

木

の
略

奪
的

な

伐
採

)
に
こ

そ

適

し

て

い
る
」
。

俵

(私

信

)
に
よ

る

と
、

佐
藤

は
上
記

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

に
お

い
て

、
さ

ら

に
、
中

国

で
は

ω
Φ
一①
∩
鉱
○
コ
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〇三
鉱
コひq
択
伐
と

ω
Φ
一①
o口
く
Φ
2
葺
コαq
選
伐
が
明
確

に
区

分
さ
れ
て
い
る
と
発
言
し
て
い
る
。

前
述
発
言

の
う
ち
集
材

の
た
め
の
林
道
と

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
に
関
す
る
記
述
は
別
の
論
点
と
し
て
お
き
、
「択
伐
」

と

「選
伐
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
言

い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
者
の
本
来
的
な

「択
伐
」
は
、
現
在

の
基
本
理

念
の

一
つ
で
あ
る

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
通
じ
る
観
点

で
あ
り
、
天
然
林
の
形
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

に
優
良

な
木
材
を
得
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
即
し
た
選
木
と
林

学

・
森
林
科
学
に
基
づ
い
た
持
続
可
能
性
の
根
拠
を
必
要

と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
択
伐
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

『北

海
道
の
森
林
施
業
の
要
点
』
な
ど
多
く
の
文
献

に
理
想
形

と
し
て
記
述
さ
れ
て
き
た
。
渡
邊

(既
述
)
に
記
さ
れ
た

林
分
施
業
法
も
そ
の
理
想
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
方
法
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の

「選
伐
」
は
、
持
続
的
な
木

材
利
用
を
考
え
ず
に
、
現
時
点
で
高
価
に
販
売

で
き
る
優

良
木
を
選
木
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
森
林
の
劣
化
に
つ
な

が
る
。
す
な
わ
ち
、
選
伐
は
、
現
在
の
経
済
的
価
値
を
根

拠
と
す
る
が
、
将
来
的
に
林
業
が
持
続
で
き
る
か
は
考
え

な
い
欠
陥
を
持

つ
。

以
上
に
関
し
て
、
俵

(二
〇
〇
七
)
は
、
北
海
道

(
一

九
五
三
)
『北
海
道
山
林
史
』
に
あ
る
以
下
の
主
旨
の
記
述

を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「原
始
林
を
経
営
す
る
に

は
、
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。

一
は
、
「永
遠
の
保
続
」
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
…
…
蓄
積
を
「資
本
」
、
年
々
の
生
長

量
を

「利
子
」
と
見
な
し
、
毎
年
伐
採
利
用
す
る
材
積
は

永
遠
に
利
子
を
減
じ
な
い
範
囲
で
定
め
る
…
…
二
は
、
[林

相
の
改
良
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
…
…
伐
採
利
用

す
る
に
当
た
り
て
は
、
な
る
べ
く
悪
樹

・
不
適
樹
を
減
じ

て
、
善
樹

・
適
樹
を
繁
生
す
る
こ
と
…
…
」。

こ
こ
に
は
、

「択
伐
」
の
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
、
俵

(前
述
)

の
引
用
は
、

一
九
五
四
年
の

『北
海
林
話
』
に
及
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
、
林
常
夫
が

「選
伐
」
の
用
語
を
用
い
て
、

エ
ゾ

マ
ッ
の
良
大
材
と
し
て
選
ん
だ
も
の
だ
け
が
売
れ
る

実
態
、
そ
の
際
、
枯
損
木
が
多
く
生
じ
る
こ
と
、
残
立
木

が
風
害
、
虫
害
を
受
け
て
森
林
蓄
積
の
彩
し
い
消
耗

(森

林
の
劣
化
)
が
あ

っ
た
問
題
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
に
は
、

「選
伐
」
の
悪
影
響
が
示
さ
れ
て
い
る
。

十
勝
東
部
森
林
管
理
署
の
天
然
林
を
対
象
と
し
た
伐
採

は
、
本
来
の
「択
伐
」
の
観
点
に
即
し
て
い
る
ら
し
い
が
、

過
去
の
択
伐
か
ら
そ
れ
ほ
ど
回
帰
さ
れ
な
い
蓄
積
段
階
で

択
伐
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
景
観
的
に
疎
林
に
見
え
る

状
態
に
至

っ
た
林
分
が
生
じ
、
森
林
の
劣
化
が
明
ら
か
で

あ

っ
た
。
ま
た
、
選
木
は
、
択
伐
ご
と
に
異
な
る
樹
種
を
、

そ
の
都
度
、
優
良
な
大
径
木
を
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
、

上
記
の
「
選
伐
」
の
観
点
も
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

十
勝
東
部
の
天
然
林
伐
採
で
は
、
択
伐
と
い
う
天
然
林
施

業
で
あ

っ
て
も
、総
じ
て
持
続
で
き
な
い
方
法
を
採

っ
た
、

す
な
わ
ち

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
合
致
し
な
い
点
で
問

題
視
さ
れ
る
。

檜
山
森
林
管
理
署
の
伐
採
で
は
、
林
分
と
し
て
見
る
と

皆
伐
に
近
い
状
態
ま
で
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
来

の

「択
伐
」
に
は
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
伐
採

・
販

売
が

「素
材
販
売
方
式
」
に
よ
る
た
め
、
皆
伐
に
近
い
伐

採
に
よ

っ
た
集
材
木
は
少
量
の
高
価
な
木
材

(優
良
木
)

と
大
量
の
安
価
な
原
材
料
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
優
良
木

だ
け
を
選
木
し
た

「選
伐
」
と
も
異
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
伐
採
地
に
残
さ
れ
た
樹
木
は
、
老
齢
過
熟
で
曲

が

っ
た
も
の
、
折
れ
た
も
の
な
ど
形
質
不
良
木
が
多
か
っ

た
の
で
、
考
え
方
と
し
て

「選
伐
」
に
近
く
、
優
良
木
を

す
べ
て
伐
採
す
る
点
で
は
よ
り
明
ら
か
な

「略
奪
的
な
伐

採
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
た

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
合

致
し
な
い
点
で
問
題
視
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
檜
山
で
も
十
勝
東
部
で
も
、
「選
伐
」

的
な
伐
採

(略
奪
的
な
伐
採
)、
あ
る
い
は
不
十
分
な

「択

伐
」
の
考
え
方
と
方
法
に
よ

っ
て
森
林
の
劣
化
が
生
じ
、

決
し
て

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
な
ら
な
い
天
然
林
伐
採

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

七

ま

と
め

(
一
)
本
稿

の
内
容

林
野
行
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、
森
林
の

「多
面
的
機

能
の
重
視
」、
国
有
林
野
で
は

「公
益
的
機
能
の
重
視
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
機
能
の

一
つ
と
し
て

「生
物
多

様
性
の
保
全
」
が
挙
げ
ら
れ
、
土
砂
流
出
防
備
な
ど
の
国

土
保
全
や
水
源
酒
養
な
ど
も
重
要
な
機
能
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
基
本
理
念
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現

在
、
国
有
林
野
の
「良
好
に
残
さ
れ
た
天
然
林
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
伐
採
」
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
然

林
は
、
我
が
国
の

「生
物
多
様
性
保
全
」
に
と
っ
て
最
も

中
核
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
本
稿
は
、
天
然
林
伐
採
の
実

態
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
が
基
本
理
念
と
異
な
る
理
由
に

つ
い
て
種
々
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

国
有
林
野
に
お
け
る
天
然
林
伐
採
の
現
場
で
は
、
生
物

多
様
性
の
保
全
が
軽
視
ま
た
は
無
視
さ
れ
る
実
態
、
伐
採

が
土
砂
流
出
を
招
く
な
ど
国
土
保
全
の
観
点
ま
で
軽
視
さ

れ
る
実
態
、
そ
し
て
過
去
に
反
省
さ
れ
た
は
ず
の
収
奪
型

林
業
が
今
な
お
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
問
題
が
、
何
故
生
じ
た
か
、
森
林

・
林
業
基
本
法

を
初
め
と
し
て
種
々
の
資
料
を
読
ん
で
み
た
結
果
、
基
本

法
に
掲
げ
ら
れ
た
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機
能
の
う
ち
、

と
く
に

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
が
、
基
本
計
画
か
ら
北

海
道
森
林
管
理
局
の
森
林
計
画
を
経
て
現
場
に
至
る
ま
で

旦
ハ体
化
す
る
方
向
の
中
で
、
旦
ハ体
策
が
何
ら
講
じ
ら
れ
ず
、
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実
質
的
に
は
軽
視
ま
た
は
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
基
本
法
と
基
本
計
画

に
お
い
て
、

多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
の

「整
備
と
保
全
」
に
関

し
て
、
林
道
網
、
土
木
事
業
な
ど
の

「整
備
」
が
重
視
さ

れ
、
諸
機
能
の

「保
全
」
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
点
が
問
題

視
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
最
も
問
題
視
し
た
観
点
で
あ
る
が
、

機
能
類
型
区
分

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
目
標

と
さ
れ
る

「天
然
林
の
伐
採
」
が
、
基
本
計
画
の
「森
林

の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
に
関
す
る
目
標
」
に

「暗
に
」
示
さ
れ
、

北
海
道
森
林
管
理
局
の
森
林
計
画
段
階
に
お
い
て

「
明
確

に
」
示
さ
れ
た
。

他
方
、
行
政
の
立
場
か
ら
基
本
法
と
基
本
計
画
を
解
説

し
た
文
献
を
読
む
と
、
ま
ず
、
国
民
の
こ
ー
ズ
が
木
材
生

産
よ
り
も
国
土
保
全
や
生
物
多
様
性
保
全
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
面
的
機
能

・
公
益
的
機
能

の
貨
幣
評
価
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
関
す
る

評
価
が
欠
け
て
い
る
点
が
問
題
視
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
国

際
的
動
向
の
記
述
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
に
取

り
上
げ
ら

れ
た

「持
続
的
林
業
経
営
」
と
深
く
関
係
す
る
生
物
多
様

性
条
約
に
つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
点

を
問
題
視
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
基
本
法
や
基
本
計
画
に

お
い
て
掲
げ
ら
れ
た

「多
面
的
機
能

・
公
益
的
機
能
」
の

中
で
、
と
く
に

「生
物
多
様
性
の
保
全
」
が
実
質
的
に
は

軽
視
ま
た
は
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

一
層
明
ら
か
に

な

っ
た
。

(
二
)
国
有
林
野
は
、
真

の
改
革
が
必
要

で
あ
る

檜
山
森
林
管
理
署
に
お
け
る
越
境
伐
採
と

い
う
違
法
行

為
は
、
当
会
の
指
摘
後
、

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
て
問
題

が
顕
在
化
し
た
。
そ
の
後
の
林
野
庁
と
北
海
道
森
林
管
理

局
の
対
応
は
、「誤
伐
で
あ
る
と
素
早
く
謝

っ
て

い
る
」
が
、

こ
の
例
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
し
て
、
他
地
域

に
お
け
る

天
然
林
伐
採
は
合
法
的
で
あ
る
と
す
る
態
度
が
垣
間
見
え

る
。し

か
し
、
こ
れ
は
、
特
定
地
域
に
お
け
る

「誤
伐
」
と

し
て
謝
る
形
で
終
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
檜
山

に
お
い
て
違
法
行
為
に
現
れ
た
問
題
は
、
違
法
性
の
ほ
か

に
、
合
法
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
天
然
林
伐
採
に
関
し
て
、
他

地
域
に
普
遍
化
で
き
る
多
数
の
問
題
が
認
め
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
新
し
い
基
本
法
か
ら
始
ま
り

基
本
計
画
、
森
林
管
理
局
の
森
林
計
画
、
そ
し
て
伐
採
現

場
に
至
る
ま
で
の
、
国
有
林
野
全
体
の
矛
盾
で
あ
る
の
で
、

全
国
的
な
天
然
林
伐
採
の
是
非
を
問
う
問
題
に
な
る
。

近
年
、
森
林
官
の
中
に

「基
本
理
念
が
変
わ

っ
た
が
、

伐
採
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
」
と
同
り
く
ど
く
発
言
す
る

方
が
い
る
。
こ
の
発
言
に
は
、
「木
材
生
産
・林
業
を
中
心

に
し
た
林
野
行
政
が
本
当
の
姿
で
あ
る
が
、
基
本
理
念
が

変
わ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
声
高
に
は
い
え
な
い
」
と
い
う

本
音
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
檜
山
や

十
勝
東
部
の
例
で
は
、
過
去
の

「近
視
眼
的
な
収
奪
型
林

業
」
が
確
信
犯
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
底

に
は
、
基
本
法
と
基
本
計
画
の
問
に
あ
る
「齪
館
」
、
基
本

計
画
の
持

つ

「誤
魔
化
し
や
曖
昧
さ
」
が
あ
る
。

「木
材
生
産
」
よ
り
も

「公
益
的
機
能
・多
面
的
機
能
の

重
視
」
と
い
う
基
本
理
念
は
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
背
景
に

し
て
、
林
野
行
政
の
大
転
換

・
国
有
林
野
の
抜
本
的
改
革

の
根
幹
と
し
て
評
価
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

重
視
す
る
諸
機
能
の
中
で
生
物
多
様
性
保
全
を
軽
視
あ
る

い
は
無
視
し
、
木
材
生
産

・
天
然
林
伐
採
を
重
視
す
る
実

態
は
、
「作
文
だ
け
の
基
本
理
念
、
建
前
・看
板
と
異
な
る

実
態
、
基
本
法
の
改
正
以
前
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
、
国
民

を
欺
く
欺
隔
」
な
ど
、
大
き
な
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
明

白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
林
野
行
政
は
、
国
民
の
支
持
を

得
ら
れ
る
と
決
し
て
思
わ
れ
な
い
。

林
野
行
政
の
基
本
理
念
は
す
で
に
変
わ
っ
て
い
る
。
我

が
国
の
良
好
な
森
林
を
保
持
す
る
国
有
林
野
は
、
そ
れ
を

踏
ま
え
、
森
林
が
多
面
的
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
、
生
物

多
様
性
な
ど
の
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
財
産
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
再
認
識
し
、
も
う

一
度
、
国
民

の
期
待

.
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
基
本
計
画
や

旦
ハ体
策
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
の
国
有
林
野
は
、
「将
来
的
に
重
要

な
生
物
資
源
的
価
値
」
を
持
つ
生
物
多
様
性
を
急
速

に
失

わ
せ
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
生
物
多
様
性
に
関
す
る
理
解

が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
国
有
林
野
で
は
、
「生
物
多
様
性

保
全
」
に
関
す
る
深
い
知
識
と
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
具
体
的
保
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
良
好

な
天
然
林
が
自
然
な
森
林
生
態
系
と
し
て
重
要
な
こ
と
、

そ
こ
に
生
息

・
生
育
す
る
野
生
動
植
物
の
種
や
遺
伝
子
の

す
べ
て
が
重
要
な
こ
と
、
そ
れ
ら
が
資
源
的
価
値
の
上
で

も
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
天
然
林
伐
採
は
、
財
務
省
が
国
有
林
の
赤
字

解
消
を
求
め
て
圧
力
を
か
け
、
国
有
林
が
そ
れ
に
呼
応
し

た
結
果
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た

一
連
の
伐
採
計
画
の
中

で
行
わ
れ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
檜

山
森
林
管
理
署
に
お
け
る
木
材
の

「売
り
上
げ
」
は
千
数

百
万
円
に
と
ど
ま
り
、
伐
採
の
影
響
に
よ

っ
て
下
流
側
に

必
要
と
な
る
は
ず
の
砂
防
用
ダ
ム
は
、
そ
の
代
金
で
は

一

基
す
ら
建
設
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
例
で
は
、

一
ヶ
所

の
伐
採
に
よ

っ
て
、
そ
れ
と
相
反
す
る
国
土
保
全
な
ど
の

機
能
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

木
材
価
格
の
低
さ
と
、
破
壊
さ
れ
た
天
然
林
の
生
物

の
多

様
性

(残
さ
れ
た
原
生
的
天
然
林
、
希
少
野
生
動
植
物
)

の
計
り
知
れ
な
い
価
値
の
高
さ
が
対
比
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
国
土
保
全
、
生
物
多
様
性
、
そ
し
て
総
合
的
に
見
た

経
済
ま
で
、
す
べ
て
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
、
大
き
な
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矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
面
的
機
能

の
発
揮
に
お
い
て
、
木

材
生
産
と
い
う

一
つ
の
機
能
に
主
眼
を
置
く
と
他
機
能
が

発
揮
さ
れ
な
い
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
矛
盾
に
つ

い
て
、
今
の
国
有
林
野
は
、
そ
れ
を
解
消
す
る
根
本
的

・

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
な

い
。
国
有
林
野

の
今
と
将

来
は
、
み
ず
か
ら
そ
れ
が
で
き
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
基
本
理
念
で
あ
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
関
し
て
、

「す
べ
て
の
機
能
を
考
慮
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
ら
の
総
合
的
な
具
体
策
が
問
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
九
月
、
森
林

・
林
業
基
本
計
画
が
見
直
さ

れ
、
コ

○
○
年
先
を
見
通
し
た
森
林
づ
く
り
と
国
産
材
の

復
活
を
目
指
し
て
」
お
り
、
森
林
で
は
な
く
林
業
を
重
視

し
た

「見
直
し
」
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
見
直
し
は
、

民
有
林
野
と
公
有
林
野
を
含
む
我
が
国
の
森
林
に
関
す
る

基
本
計
画
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
民
有

林
野
、
ま
た
は
国
有
林
野
の
資
源
の
循
環
利
用
林
に
お
い

て
は
、
放
置
さ
れ
た
人
工
林
の
蓄
積
増
加
に
対
応
し
た
林

業
重
視
が
図
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
上
記
見
直
し
の
流
れ
に
乗
じ
て
、

ま
た
、
源

流
域

.
上
流
域
の
国
有
林
野
か
ら
下
流
域
の
民
有
林
野
ま

で
流
域
と
し
て
管
理
す
る
と
し
て
、
国
有
林
野

に
お
い
て

「最
も
自
然
が
残
さ
れ
た
森
林
、
優
良
木

の
残
さ
れ
た
森

林
」
を
対
象
に
し
た
木
材
生
産
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、

大
き
な
問
題
と
な
る
。
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機
能
の
多

面
的
な
発
揮
は
国
有
林
野
で
こ
そ
果
た
さ
れ
る
。
基
本
法

第
五
条
に
は
、
民
有
林
野
と
比

べ
て
公
益
的
機
能

・
多
面

的
機
能
を
よ
り
多
面
的
に
発
揮
す
べ
き
役
割
が
記
さ
れ
て

い
る
。
国
有
林
野
で
は
、
木
材
生
産
重
視
で
は
な
い
と
い

う
理
念

・
看
板
に
し
た
が
っ
て
、
他
機
能
の
発
揮
に
関
し

て
よ
り
明
確
な
具
体
策
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
有
林
野
に
は
、
真
の
改
革
が
求
め

ら
れ
る
。
現
在
、
国
有
林
野
の
機
構
改
革
を
求
め
る
意
見

(河
野
二
〇
〇
六
b
)が
巻
き
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

一
九
九
八
年
以
前
の
考
え
方
を
重
視
し

「看
板
を
偽

っ
た

ま
ま
」
真
の
改
革
を
行
わ
な
い
国
有
林
野
の
現
状
に
対
し

て
、
国
民
の
や
む
を
得
な
い
行
動
な
の
で
あ
る
。

文
献

林
常
夫

一
九
五
四
、
北
海
林
話
。
二
四
〇
頁
。
北
海
道

興
林
株
式
会
社
。

北
海
道

一
九
五
三
、
北
海
道
山
林
史
。

一
〇
九
五
頁
。

北
海
道
。

北
海
道
山
林
史
戦
後
編
編
集
者
会
議
編

一
九
八
三
、
北

海
道
山
林
史
戦
後
編
。

一
四
二

一
頁
。
北
海
道
林
業
会

館
。

北
海
道
森
林
管
理
局
編

二
〇
〇
五
、
支
笏
湖
周
辺
風
倒

木
被
害
復
旧
対
策
検
討
委
員
会
報
告
書
。
三
七
頁
。
北

海
道
森
林
管
理
局
。

北
海
道
森
林
管
理
局

二
〇
〇
五

第
三
次
地
域
管
理
計

画
書

(渡
島
檜
山
森
林
計
画
区
)

一
六
頁
。

北
海
道
森
林
管
理
局

二
〇
〇
五

各
機
能
類
型
に
応
じ

た
管
理
経
営
の
指
針

一
四
頁
。

北
海
道
森
林
管
理
局

二
〇
〇
五

第
三
次
国
有
林
野
施

業
実
施
計
画
書

(渡
島
檜
山
森
林
計
画
区
)

一
五
頁
。

北
海
道
森
林
管
理
局
計
画
課
編

二
〇
〇
五

渡
島
檜
山

国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
書

(渡
島
檜
山
森
林
計

画
区
)
八
六
頁
北
海
道
森
林
管
理
局
。

北
海
道
森
林
管
理
局
編

二
〇
〇
七
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「森
林
の
保
護
」
ゴ
什琶
"＼＼毛
毛
を
・

ぴ
○
評
脚
9。
置
○
涛
o
評
=
《
¢
ユ
p
αq
o
●壱
＼
評
ぎ

叶
ξ

8
お
ω叶＼

冒
α
Φ
×
・茸
琶
一●
(二
〇
〇
六
年

一
二
月
段
階
)
。

北
方
林
業
会
編

一
九
八
三
、
北
海
道
林
業
技
術
者
必
携

下
巻
。
五
四
四
頁
。
北
方
林
業
会
。

河
野
昭

一

二
〇
〇
六
a
、
日
本
の
林
野
行
政
機
構

・
改

革
の
緊
急
性
、
重
要
性
に
関
す
る
意
見
書
。
八
三
頁
。

宇
治
。

河
野
昭

一

二
〇
〇
六
b
、
林
野
庁
に
よ
る
国
有
天
然
林

破
壊
の
歴
史
と
現
状
。
二
三
頁
。
日
本
の
天
然
林
を
救

う
全
国
連
絡
会
議
。
宇
治
。

環
境
庁
自
然
保
護
局
野
生
生
物
課
編

一
九
九
六
、
猛
禽

類
保
護
の
進
め
方
。
八
八
頁
。
環
境
庁
自
然
保
護
局
野

生
生
物
課
。

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
調
査
部

二
〇
〇
六
、
上
ノ
国

ブ
ナ
国
有
林
の
調
査
報
告
。
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
報
、
第
九
九
号
、
二
頁
。

日
本
林
業
技
術
協
会
北
海
道
事
務
所
編

二
〇
〇
〇
、
北

海
道
国
有
林
の
保
護
林
。
二
四
三
頁
。
北
海
道
森
林
管

理
局
指
導
普
及
課
。

太
田
猛
彦
ほ
か
編

二
〇
〇
三
、
森
林
の
百
科
事
典
。
八

二
六
頁
。
丸
善
株
式
会
社
。

林
野
庁
編
集
協
力

二
〇
〇
〇
、
図
説
林
業
白
書

(平
成

=

年
版
)。
二
二
六
+
四
四
頁
。
日
本
林
業
協
会
。

林
野
庁
監
修

二
〇
〇

一
、
林
業
技
術

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ニ

刷
。

一
九
六
九
頁
。
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
。

林
野
庁
編

二
〇
〇
六
、
平
成

一
八
年
版
森
林

・
林
業
白

書
。
二
二
八
+
五

一
頁
。
日
本
林
業
協
会
。

林
野
庁

二
〇
〇
六
、
森
林
・林
業
基
本
計
画
。
四
二
頁
。

林
野
庁

二
〇
〇
七
、
新
た
な
森
林

・
林
業
計
画
の
目
指

す
方
向
～

一
〇
〇
年
先
を
見
通
し
た
森
林
づ
く
り
と
国

産
材
の
復
活
を
目
指
し
て
～
。

一
五
頁
。

林

野
庁
編

二
〇
〇
七
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

「森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能

に
つ
い
て
」

窪
6
日＼
＼舅
毛
≦
ユ
ロ
く
鋤
.ヨ
緯
h●ひq
o
・甘
＼ωΦ
一惹
評
ミ
ωΦ
ω卑

評
=
紹
○
=
ズ
鉱
＼
鐙
ヨ
Φ
暮
Φ
冠
＼
けΦ
一q
o
二
げ
《
o
=
げ
巴
O
・ぽ
…

(二
〇
〇
六
年

一
二
月
段
階
)。
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林
野
庁
林
業
講
習
所
北
海
道
支
所
監
修

一
九
七
七
、
北

海
道
の
森
林
施
業
の
要
点
。

一
五
五
頁
。
林
野
弘
済
会

札
幌
支
部
。

佐
藤
大
七
郎

一
九
八
六
、
択
伐
理
論
。

一
九
八
六
年

一

一
月

一
口
、
札
幌
に
お
け
る

「知
床
の
森
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
発
言
。

佐
藤
謙

二
〇
〇
六
、
上
ノ
国
町
の
天
然
林
伐
採
問
題
。

N
C

(北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
報
)
、
第

一
三

一
号
、

六
～
八
頁
。
北
海
道
自
然
保
護
協
会
。

森
林

・
林
業
基
本
政
策
研
究
会
編

二
〇
〇
二
、
新
し
い

森
林

・
林
業
基
本
政
策
に
つ
い
て
。
三
八
八
頁
。
地
球

社
。

森
林

・
林
業

・
木
材
辞
典
編
集
委
員
会
編

(林

野
庁
編
集

協
力
)
二
〇
〇
五
、
森
林

・
林
業

・
木
材
辞
典
第

=

刷
。
三
七
五
頁
。
日
本
林
業
調
査
会
。

俵
浩
三

一
九
八
七
、
知
床
国
立
公
園
の
特
性
と
自
然
保

護
強
化
の
必
要
性
。
造
園
雑
誌
、
第
五
〇
巻
第
五
号
、

一
八
五
～

一
九
〇
。

俵
浩
三

二
〇
〇
七
、
北
海
道

・
緑
の
環
境
史
。
北
海
道

大
学
出
版
会
。

(印
刷
中
)

渡
邊
定
元

一
九
九
七
、
森
と
つ
き
あ
う
。
自
然
環
境
と

の
つ
き
あ
い
方
2
。

一
六
八
頁
。
岩
波
書
店
。
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